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第 25回全国バズ学習研究大会 発表要項

― バ ズ 学 習 か ら の 提 言 ―

1990年 8月 24自・ 25日

名古屋大学教育学部
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司錆

11:00 -12:30

生徒∵人=人
の主体的な学習を促す  講演者

明
敷
　
教
験

婚
柘
　
懸
畑

ページ

ー ー ー
…

 1

-― ―… 2

司銘

会 議 室

一―一- 3

-― 一- 4

一一一- 8

棚
巌
　
醐
茂

鶴
爛
　
孵
断揚警業菫ゞくり

-2 
「ノも喘誓野はいま」

9:30 -10:30
リーダーづくりをどうすすめるか   講演者

司錆
10:30 ハγll:30

バ鋼 実践からの問題提起     講演者
司錆

11:30 -12:30

響きあい,高めあい,共に伸びる   講演者
司会者

応用講座  「バズ学習のこれから」
9:30 -11:00

リーダーシップの研究と教育実践   講演者
司錆

11100 ^v12:30

子どもの主体性を育てる国語の授業  講演者
司錆

鶴
静
　
均
醸
　
嫌
教

靴
瑯
　
朝
腸
　
翻
湘

難
競
　
騰
畔

顧
棘
　
麟
鋼

―――――一‐22

-― ―――一‐27



基礎講座  24園 9130～ 11:00第 1講義室

バ Jご電諄甦ヨひこ c夏 』ら 奎モ錯趣σD貿菫みらブブ

水野 明 (春日井市立石尾台中学校)
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劉 麟 座  24日 11100～ 12130第 1講華

バ ジご錯
=雇

ヨ しこ珂又 り 糸且tFプヒ おう σD盛護響造矢口読裁

加藤 孝史  (春日井市立西部中学校)
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剣 翔 纏 1 24日  9130～ 11:00第 2属輝糠

自 主 性 と 思 い や り を 育 て る た め に

佐方 利明  (春 日井市立南城中学校)
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1 2蝶 目 11100～ 12:30第 2議競

究主題

岐阜県土岐市立泉中学校

坂野 直樹

①はじめに

わた しは、主体的に学習する力を次のようにとらえている。

新しい課題に直面したとき、今まで身につけた能力を精一杯駆使し、粘

り強く課題解決にむかうこと。そして、次の段階の課題を見いだしてい

くこと。そのための能力である。

生徒の見方や考え方をよりよい方向に自らの手で向けていくことが、主体

的学習である。しかしながら、生徒一人の学習では、見方・考え方はなかな

か変わるものではないが、話し合い活動をとり入れた授業では、子供同志で

わからない点や疑問点を気やすくきいたり、教えあつたりすることができ、

学力を今まで以上に向上させる通とができる。また、助け合い、支えあいな

がら学ぶために人間関係もよリー層高まるわけである。いわゆる、認知面と

態度面の同時達成が、図られると考える。しかしながら、授業にバズ取り入

れさえすれば、学習活動への積極的な参加がなされ、理解力も促進されると

は言い切れないであろう。当然そこには、前提 となる様々な要件があるはず

である。その指導の基盤作りについて取り組んできた研究の内容を紹介した

い。

②研究の内容

バズ学習を通してこの主体性を促す手立て

1。 自己の立場を確立させる手立て

。生徒の既習事項、先行経験、学習能力、興味等 実態を把握する。

(プ リテス ト、ポス トテス ト、個人カルテ)

。生徒に単元の学習見通しをもたせ、意識を連続させる流れを位置付け

た単元構想図の作成を行なう。

＝
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(様々な見方・考え方から、根拠を出していける教材 :教具の工夫)

2.相互活動により個の主体的な力を付ける手立て

。学びあいの弱さをとらえ、願う学びあいの姿を単元・単位時間のなか

具体的にする。

学びあいの弱さは、認知 。態度両面について分析する。

・単位時間で個にどのような力を付けたいのかを明確にし、その授業場

面に応 じたバズを設定する。

(教えあうノヽズ・見付けあうバズ・確かめあうバズ・深めあうバズ・

練習しあうバズ・作りあうバズ 。発表 しあうバズ)

3.各教科の具体的なバズのとらえを明らかにする。

○理科部における教科内バズのとらえ

バ ズ の 種 類 バ ズ の ね ら い バ ズ の 方 法 留 点重

(菫 目 通 求 バ ズ )

・ 菫題 に対 し、 ■々 で考 え
をノー トにヨ漱 した 事柄 を

交流することにより、■人
の考えを修正した り、深め
たりする。

く議番法> <自 由会議注> 最初の段階は学
=リ

ー
ダーの司会で輪番法でE
めるが、班の高まりが見
られた ら、 自由会活法に
移行 していく.

(饉 習 バ ズ )

・知
=を

動異的に■えるた
めに、■

=し
合いや教え合

いを行い、知識理解を饉ユ
する。

<対人法> くテスト法> 宇 冒 リー ダーの 司会 や

指示 に■ って、 1対 1や
ペ ア字 習で 行 つて しヽ く。
一般 的 にはテ ス ト法で 行
うの が 効果 的 で あ る。

(異 段 ・ 猥 栞 バ ズ )

・深められた
==を

電かを
ものにした り、見つけ出し
た りしてヽオ栞場面につな
こ
・器具などを分塁する.

くリーダー法><自 由全活法>

目 目

実験導饉や片付けは、
リーダー法によって協力
分担して行う.実政・霊
察の中で l■ 自由会話法で
気づいたこと 。予想との
対比を行う。

(t*- t&rrl{X)

・実腱・観察の結果から、
まとめを重 り上げ、得た結
論を■の

=象
に三応させ。

自然の現象や事象を見技く

<リ ーダー法 > 字習 リーダーの司会で
結果か ら考察と二とめを
行う。 その中で理解 しに
くい部分を出させ。班で
歌を合っていく.

4.生徒の学習参加意欲を促す話し合いの過程を工夫する。

獲甍嚢蓋

=ト

ー■   生徒の多様な見方や考え方を引き出す課題提示

グループバズ

課題解決の見通 しがもてる課題提示

誰もが考え程よい抵抗のある課題

既習事項、生活経験、直観的思考

自分の見方や考え方を出しあいヽ互いを理解 した上

で、話 し合いを深める。

抽出班の話 し合いをもとに、自分の意見を出し、意

化を図る。

―
―
―
Ｙ^

個人の思考
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実践例 1 理科 1年「物質とその変化」 (三態変化の学習より)

雅手感始

ユ 単位時間における効果的なバズの位置づけとバズの入り口・なかみ・出

口を明らかにする.

実践例 2  理科 2年「物質と原子」 (還元の学習より)

○授翼卜食けるバズの
―

けとねらい

導
入 …酸化錯 (■■蔵末 )と―   (彙色)を班ごと

1-布し、本時の目目を見つけさせる。
・ ヨ ■ EJレ ス

酸化された彙を金属の督にするには
どうしたらいいか。

昌|・ 電警ぇさ二足場をつくり、姜ごとυヾ本入る
l

l. 
- =ffit 

:Y2!tr:- t-g=:rt?-: : i
ilgElt Lg,,.g*ttf Ai34A - t or;i t

EPTETTA{f 6: Lt:J ?. TTEITE?IIS'At
/i D. fi{AoT*it 6 L {:E n{r*itffE^ ,,rI,
iiED et. t 1 ry,ar,ilElErtqrrErrS.

①入日:″醸案をうばえば″という考え方だね。
②中味 :仲HO考えと自分の考えを比べよう。

モデルを使つてさらに深めてみよう。
●出日:ど うしたら酸露をうぼえる力bを発表しょう。
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考える視点がはっきりとし、日の足場がより深まつ

たことにより、強い
====を

持ち、異敷や考察に
警‐を持ち取り組ませることができた◆



6. 自己評価の手立て

oバズ学習の態度を評価する手立て (願う学びあいの姿にどう迫れたか

)自 己評価表を用い、授業終了時に個々の生徒に自己評価させる。

・ 認知 目標が達成できたか評価

③実践考察

。教科の基礎・基本やつけたい力をとらえ、生徒の学習意欲を喚起し、学

びあいの姿を生み出す単元構想図を製作したことで、単元を見通しての

課題が明らかになり、それに関わる単位時間の課題や指導内容、そして

学びあいの姿を意図的に生み出せた。

・バズのとらえを明らかにし、授業のなかで位置付けてきたことで、生徒

同志の人間関係が高まると共に、学習参加度を高められた。 (話 し合い

の論点とねらいが明らかにされ、学習理解が促進された。)

。バズ後の全体会では、抽出班の話し合いの内容を発表させることにより

それに対しての自分の考え (立場)を 出しやすく、より学習意欲が高ま

つていつた。

・バズのねらい及び入り口。なかみ・出口を明確に示すことにより、話し

合いの論点がはつきりし、深まりがもてるようになつた。さらに、既習

事項をフィードバックさせるてだてにもつながり、理解の定着に役立っ

た。

④今後の課題

・成績下位の生徒は、自分の考えの根拠が弱くなり。、話し合いでも上位の

生徒に依存じやすい現状がみられる。そこで、個を高めていく手立ての

追求が必要である。

・グループのメンバーが固定されているため、毎時間の話し合いがまんね

り化しやすい。そのため、一人一人の能力や個性を生かし、より学習意

欲を高めるグループ作りを考えていく必要がある。
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剣 鐵 濃 2 24日 9130～ 10:30餐 護

リーダーづくりをどうすすめるか  一実践と評価一

平位 隆躍  (姫路市立東光中学校 )

H.2.7.11

リーダーづくりの本質は、児童生徒の管理でなく子どもたちが自らの力で

集団を向上させていく自主的な行動への意欲づけである。教師が主役で動く

のではなく、子どもが主役になつてよりよい学校にしていく営みである。

リーダーを育てることは大変だが、育つて行くと教師も授業に専念できる筈で

ある。「生徒指導に追いまわされる学校にはしたくない」◆このような意図で

個を高めるための集団づくりに取 り組み、人間関係を基盤とした集団生活の

しつけ、友人とのつきあい方など、いわゆる「仲間づくり」を実践してきた。

その成果については、すでに発表しているところである。

「仲間づくり」はリーダTづくりの基礎であり、集団を高める原動力である。

また、リーダーづくりも、より自主的に集団を高め、仲間づくりを推進し、個

の能力を生かす重要な教育である。

ここで:ま 、リーダーづくりの指導のノウハウの実践研究を紹介し、リーダー

性把持テストの有効性の検討をさらに進めていきたい。

1.リ ーダー性を教師が有しているか。

リーダーづくりは、言い換えると教師づくりである。リーダ性のない教師に

生徒のリーダーシップを育てること:ま 、限界があると思われる。ところが教師

:よ 、大学を事業してすぐにリーダーとして教壇に立ち、担任を任せられるので

ある。しかし、こうしたリーダー研修は大学でも行なわないし、現場ですら

見様見まねである。ましてや、初任者研修でリーダー性を学ぶ機会もないし、

指導されていない現実がある。

リーダー性は、それぞれの教師が、自分なりに判断した経験で学び取つた

レベルで、生徒に同じように経験的に提えさせようと、そのような機会を設定

しているように思われる。

リーダー性とは何か、リーダーとして何が必要なのかを分析し、指導した上

で、生徒に経験させ身につける指導が必要になってくると考える。

そこで、まず教師のリーダー性を育てるための研修会を持つた。内容は、

教師が、具体的な次の事例をもとに、小集団でバズを行ないリーダー性の

シュミレーションを実施じ研修したのである。
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2.リ ーダーとして何を指導するか

①授業申、私語が多くて騒がしい。みんな聞いてくれない。

②球技大会が近づいているのに、みんな機関せずで練習もしない。

③かさをな <した友だちに誰も協力してさがそうとしない。

④班長会を土曜日に持つことについて、嫌がつている人がいるのは、

やる気のない証拠だ。

⑤学級新聞の提出がせまっている。仲のよいものどうしで作つて提出した。

⑥自分が走つたから、体育会でクラスが入賞できたと友だちが言つて来たが

自信過剰がいやなので黙つていた。

①メモをするのを忘れて連絡ができなかつたが、借 りて来ない人も悪い。

③風紀委員が、仲のよい友だちに注意をしないで見て見ぬ振 りをしている。

⑨日番に、「先生が明日もや り直 しと言つているので、明日もして下さい」

と言つた。

⑩窓の金具がこわれていたので学級費で買つたことを先生に報告 したが、

先生は、せっか <だが買う前に相談に来るように言われた。

①点呼のとき遅れて来て、他にも遅れた友だちがいると開き直る班長がいる。

⑫掃除のときふましめな人が注意を受けるのはわかるが、全員が注意を受け

るのはおかしい。

3.リ ーダーとしての心構え

①ひとりで動くのはダメ

②共通の目標をもつ

③一人ひとりを大切にする

④クラス全体のムードをつかむ

⑤グループの力を体験する

⑥人間関係を円滑にする

⑦みんなに迷惑をかけない

③立場を自覚する

⑨責任を逃れない

⑩ひとりで決断しない

⑬まず自分から率先 して実行する

⑫みんなの責任として考える

(先生方に話 したことの要点 )
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4.リ ーダー研修会をどう進めるか  (実践例 )

饉難 第 1回 リーダー研修会  (1年生 )    H1/9/18
1.リ ーダーとして次のような場合、あなたはどうしますか。

⑪先生がおられるのに騒がしく言つている人

② トイレでガムの紙が捨ててあるのを見たとき

③学級に花をもってきてくれた友だち

④押しピンを投げて遊んでいる人

の目番でないのに黒板をふいてと、頼まれたとき

◎「おはよう」といっているのに、無視をしている人を見かけたとき

○昼食時に班にきちんとなつてない人

③学校を長く休んでいる人

③選手を選ぶのになかなか決まらないとき

⑩席がえをしているのに、かつてに席をかわる人

⑬宿題1を 見せてもらって、やってきたと注意を逃れている人

⑫人の机の上に平気で落書きをしている人

鐵難 班長会 (火躍園の学活に向けて) (2年 生 )H2.6.18

司会 委員長 記録 ~mj委員長 (筆記用具 ,生活ノート持参のこと)

1.各役量の先週の反省をお願いします。

班長__……………………………二‐……

美化 ………_……………………………………………………………

文イL.ふ……………………………‐

生活…………8-………………………

2。 各班の反省をして下さい。(よ かつた点,悪かった点を言つて下さい)

1班

2班

点検活動 生活ノート 朝 学 習 清 掃 名 札

参.明日の学級会で提示する問題点を決めて下さいぶ   以下略
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58具体的なリーダー指導

リーダー性は、常に実践 をともなわないと身につかない。集団訓練とか

班長会 ,学年集会を通 して、次のような指導を行なつている。

①ルールづくり

[例 ](ア ) 反省一日標一対策

(イ ) 朝の学活の内容

(ウ ) 日番の仕事

(工 ) ひとリー役

(オ ) 個人一班―全体

②資料づ <り

[例 ](ア ) ルールを「○○だより」としてまとめる

(イ )  「じお り」作成

(ウ ) 新聞づくり

(工 ) 点検表作成

(オ ) メモを必ず取つて連絡

Q手順づくり

[例 ](ア ) 終わりの学活の進め方

(イ ) キャンプのレクレーションの進め方

(ウ ) 体育会の学級旗制作の日程づくり

(工 ) 発表は自分の考えをまとめて簡潔に話す

④士気づくり

[例 ](ア ) 班長会 ,各役員係会の実施

(イ ) 学年集会などの司会 ,進行 ,発表

(ウ ) 週番活動 ,点検活動

(工 ) 行事は、実行委員会を設置

生徒が動かないと前には進まない状況を作 り出すことが肝要である。その

ためには生徒による話 し合いの機会を、できるだけ多く取つて自分たちで

やろうという、意欲を持たせたい。また、取 り組みを実施させるだけで終わる

のではなく、必ずどこがよかったか、また、何が悪かったかの反省を理由づけ

させ、次の機会に生かすようにさせたい。話 し合いの中で教師が言いたいこと

を生徒の日から出させるように、ヒントとかレトリックを工夫 した り、やる気

を育てるほめ言葉と目標意識の醸成に配慮する。さらに、努力に対する評価を

与えることなどがリーダーを育てる上で大切なポイントである。
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6.リ ーダー性を育成できているかの評価をどうするか。

(1)リ ーダー性把持テス トの作成

(2)テス トの内容について

各設間に次の4つの観点からの項目をつくつている。

・リーダーシップが備わつているタイプ

・義務を一応果たすましめタイプ

・依頼心が強く人に任せることが多いタイプ

・自分勝手なタイプ

上のそれぞれの項目について、次のように評点化 し、その合計点で、

リーダーシップがどの程度備わつたかを客観的に判断ができないか

と試行 してみた。

・リーダー性  (5点 ) ・まじめさ (3点 )

・依頼心   (1点 ) ・利己的  (0点 )

(3)設間では、鐵麟雛職難難鐵難難難轟難難灘

協調性 ,視野の広さ,日標設定力,企画力,許容する態度 ,人権意識

判断力 ,客観的に思考する力 ,情報収集能力 ,統率力 ,

人間尊重の心をもつ ,人望がある.思いや りの心をもつ ,責任感 ,

奉仕する心をもつ ,説得力,公正さ,自 治能力 ,主体性を持つ ,

謙虚さ,指導性 ,義務遂行能力 ,協同する姿勢。

[擁 ]一大きな心を育てるために一     姫路市立東光申学校 2学年

(男 ,女 )__に 番 氏名

1 学級でスタンツを決めるとき、あなたはどうしますか。

⑪できるだけ役を受けない。    ②誰かが決めてくれるだろう。

◎みんなが参加できるように考える。④自分も決めるのに一応参加する。

2 学級で座席を決めるのにどうしますか。

①くしか出席順がよい。 ②一人の友だちでもいやな思いを

しないように考える

③先生が決めたらよい。 ④すきなもの同士がよい。
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7.リ ーダー性把持テス トの結果

把持テス トの結果と最近の実カテス トの結果との相関で考えて、リーダー性

を判断した。

個人の評価                 得点   SS(実 力 )

・リーダ丁シップが備わつているタイプ    50以 上 58以 上

・義務を下応果たすましめタイプ       50以 上 58未 満

・依頼心が強く人に任せることが多いタイプ  28以 下 41未 満

・自分勝手なタイプ             28以 下 41以 上

番号 氏義 得点 SS リーダー まじめ 依頼心 自分勝手

１

　

２

　

３

　

´
４

　

５

　

６

　

７

　

８

　

９

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｉ

10

58

27

55

61
28

72

62
24

46

48
45

56

27
38

67

62
33

☆

　

☆

○
　
　
○

○

☆

☆

●

　

　

●

集団の評価

平均 一般生 班 長 実行委 学級雰囲気 (最高) 学級雰囲気 (最低)

男子 37.2 43.3 45.2 41。 7 31. 1

女子 40ゅ 8 41.1 43.4 44.8 32.4

全体 3889 42.2 44.2 43.1 3137
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豪調喪謙駆整2 24日 10:30～ 11:30餐 華

ノヾズ 学 習 実 践 か らレの FE5題提 起

中野 均  (新潟 瀬波小学校)
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2 24日 11:30～ 12:30餐 趣

響 1き あ い ァ

´

高 め あ い , 共 手こ 伸 び 二る

梶田久忠 (愛知県春 日井市立東部中学校)

1 学校・学区の概要

春日井市は名古屋のベットタウンとして,人口26万人を数える。本校は,市
の中央東部に位置ヒノてお り,住宅街の一角にあるものの,近 くには市役所や商
店街がある反面,田畑が音の名残 りを感 じさせている地区である。

本校は昭和23年開校されて以来,15,000余名の事業生を送り出しているが ,

この問,生徒数増加の理由から松原中学校,南城中学校が分離,独立されてい
つた。生徒は,篠木,八幡,篠原の 3小学校から進学しており,現在27学級 (

うち特殊学級 3)949名が在籍 lノ ている。

2 教育目標

校訓は「最善を尽くせ」でぁり,「健康で気力にあふれ,向 上Jい に燃える生
徒」「正しい判断ができ,責任感の強い生徒J「進んで学習し,創造力に富む
生徒」「個性豊かで思いやりのある生徒J「実践力があ り,学校や郷土を愛す
る生徒」の育成をめざしている。

3 研究主題設定の理由

本校は特殊学級 3学級が設置されているが,障害を持つ生徒といい健常生徒
といえども,共に一人の人間として尊重されるべきことは言うまでもない。障
害もまたそれを持つ生徒の個性の一部でありそのあるがままを受け入れ,認ぬ
あい,そ ヒノて互いに伸びていく仲間こそが本校の目指す生徒の像である.

このような生徒を育成するためには,生活の場面,学習の場面において一人
一人の生徒の個性を的確にとらえ,二人一人を尊重するとともに,彼 らを互い
にかかわり合わせ,集団の中で育てる日々の教育活動が望まれると考えた。

4 研究の方法

(1).と 身ヽに障害を持つ生徒の一人一人が社会生活の中で自立していくことの
できる力を獲得するために,そ の基盤となる学習内容を明らかにする。

(2)障害を持つ生徒と健常生徒との交流を通して互いに尊重 しあう心を育て
るための指導のありかたを明らかにする。
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(3)通常学級の生徒の一人一人が集国の中で自分の位置を占め,他 とのかか

わ り合いの中で互いに成長するたぬの指導のあり方を,教科学習,道徳 ,

特別活動の各場面を通して明らかにする。

ア 教科指導においては,生徒の一人一人が学習の主体者として友とかかわ

りながら学習を進めていくことができる授業のあり方を明らかにする。

イ 道徳,特別活動では,福祉教育を視野にいれた年間計画の中で一人一人

を大切にする集団の育成と思いやりの心の高揚を図る。

(4)集国のあり様,ま た,集団から疎外されているあるいはそう感じている

生徒のあり様を,教育相談活動・就学指導の場を通して探る。

5 研究の実践

本校では,健常生徒たちの一人一人が障害を持つ生徒をも含めた友と手をた

ずさえて進んで問題解決に取 り組み,その取 り組みを通 して学力を身につけ,

社会性を伸ばし,個性豊かで障害者に対しても思いやりを持つ子に成長するこ

とを願つている。そのためには,直接障害者や福祉について理解を深める機会

を設けることも大切であるが,日 常の学習の場 e生活の場において生徒自身が

問題意識を持ち,主体的に問題に取 り組むことと,それぞれの生徒の取り組み

をぶつけ合わせ,絡み合わせる授業などの活動の場を組織することが大切であ

る。そこで,教科の授業・道徳・学級を中心とする特別活動の各場面において

次の取 り組みをすることとした。

く教科の授業〉一人一人の生徒が学習の主体者として積極的に授業に参加し,

友とのかかわりの中で学力を伸ばしていくたぬに,生徒の取 り組みをどのよ

うにして想定し,ま た,それをいかにして組織 Lノ ていけばよいのかを特に力

の弱い生徒に注目した実践を通して明らかにする.

〈 道 徳 >学級がかかえる具体的な問題を取り上げ,生徒に価値判断を迫

ることによつて彼らの思いやりの心を育てる場と方策を明らかにする。

く特別活動 〉行事を核とヒノた実践を重ねる中で,当面する具体的な問題を取

り上げ,これを解決する活動を通 lノ て,~人一人を大切にする学級集団を育

てる場と方策とを明らかにするr
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6 特別活動の授業における実践

(1)目 標

本校の研究のねらいは生徒の一人一人が思いや りの心を持ち,互いに他を

大切にする集団を築 く実践力を養うことである。私たちが言う思いやりの心

とは,「他とのかかわ りの中で自己をコン トロールする力」と言い替えるこ

とができよう。それは,生徒の発達段階に従つて自分というものが見えてく

る段階から他人の存在に気づいていく段階へと拡大・発展していくことによ

つて養われるものであり,私たちはこの力が育つていく段階を次のように考

えている。

ア 自分自身のことが分かる.

自分の良くない点を自覚し,あ る●き姿を想定して,そ の実現に向けて

行動する。また,そ の結果として集国の中に安定した位置を占めることが

できる。

イ 他とのかかわ りが調整できる。

自他の違いを意識 ヒノ,その違いを調整 ヒノて,よ りよい関係を築いていこ

うとすることができる。

ウ 集団の向上に寄与する。

集国の中での自分の立場や責任を自党 し,集国の向上のために自分の力

を出すことができる。

「他とのかかわ t〕 の中で自己をコントロールする力」の育成は,当然のこ

ととヒノて他とかかわる活動を通ヒノて育成される.そ こで,学級を中 と́ヽとヒノて

この力の育成を図ることに 1ノ たっ

(2)研究の方法

「他とのかかわ りの中で自己をコントロールする力Jの育成 :ま ,当然のこと

として他とかかわる活動を通 ヒノて育成される。そこで,学級を中“いとしてこの

力の育成を図ることにした。

学級はもともと,教科の学習を行うために設けられた集団である。それは同

時に,日 々の生活をともにする集団でもあり,ま た,人格の発達を図るたぬの

集団として重要な意義をもつている。このような学習活動の条件づくりのため

に,学級の目標の必要性を考えさせ,さ まざまな意見を集約ヒノ,~つの学級の

目標を決め,全員でその目標達成のために集国の規範をつらせ,積極的に努力

させていく指導は,き わめて重要である,中学校 3年間の生活を通して生徒た

-17-



ちに期待するものは,「
`し

のヽ豊かな人間味のあふれる人になつてほしいJと い

うことである。

人間性の育成は,学校教育の目標の一つであり,普段の学校生活で養つてい

くものであるが,現実においては難しい面がある。そこで普段の学校生活を「

竹」と考えた時,その節目を学校行事と位置づけ,学校行事への取 り組みによ

つて,節 目で竹が伸びていくように生徒の人間性の育成を図つていきたいと考

えた。これ らが:達成されるなかで,生徒自身が自他の違いを意識 し,その違

いを調整じ;よ りよい人間関係を築いていこうとする力や,自 分自身の立場や

責任を自覚し,集国のために努力していく力が養えると考えた。特に学級にお

いてはぅ学級活動や短学級の時間等を通じて,生徒に集国活動の中で心身の調

和のとれた発達を図り,個性を伸長させるとともに,集団 (所属集団)の一員

としての自覚を高め,協力してよりよい学校生活を築こうとする,自 主的 0実

践的な態度を育てたいと考えた。そのために,学級の目標である学級訂1を 定め

その目額に向かつて常に努力させる態度の育成が大切になつてくる。特に学校

行事に向かつて実行委員を申心に,さ まざまな視点から行事について話し合う

中で,生徒たちのよりよい学級を築き,よ い人間関係を築こうとする意欲・態

度を高めさせたいと考えた。

この集団生活の場としての学級を,「 日常的な場」と「節目に当たる場Jの

二うの場面を想定しそれぞれの場において次のような方法で取 り組んでいる。

ア 学級活動の場 (日 常的な場)

学級活動においては,学級を単位として,学級生活や学校生活の充実と向

上を図り生徒が直面する諸問題への対応や健全な生活態度の育成に資する活

動を行う。

これらの活動を通 して「他とのかかわりの申で,自 己をコントロールする

力Jを伸ばすため,学級活動に生活バズを導入した。具体的には次のようで

ある。

・ バズの編成……生活班として男女混合 4～ 6名の班を作 り,リ ーダァを

置 く。学級の諸活動は生活班で行う。      |
, 朝の短学級…… 8時 15分のあいさつに始まり,プログラムに沿つて生

徒の司会によつて行う。 1日 の生活目標づくりに取 り組む。

・ 帰りの短学級… 1日 の反省は,ま ず個人で反省し,それを基に班で話し

合う。日直の反省は,その日の学級生活の責任者としての立場から学級生

活を評価させる。その際,よかつた点を認めるように指導する。 (教師の
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話 Lノ は単なる連絡に終始せず,その日の反省から翌日の班目標の設定の指

針となるよう心がける。)復習バズにも取 り組む。

イ 学校行事の場 (節 目に当たる場)

学校行事においては,全校または学年を単位として学校生活に秩序と変化

を与え,集団への所属感を深め,学校生活の充実と発展に資する体験的な活

動を行う。具体的には次のような指導目標を考え,3年間を通して教師主導

型から生徒自発型へと移行させていく。

②めざす「A聞性」を共有させる。  |とらえさせる。     |め ,自ら創造した課題を閣決させる。

9同
一方向をめざし,集団で衛働げることの重10同

一課題1解決に向け,その方法を組み立10集団のル‐ルを設定させる。

年年年

集

団

へ

の

指

導

目

標

要さとよさを感じとらせる。

③集国のルータ10重要さを認識させる。

鋼:示を鰹実に聞き,従おうとすることの大切

さを認調させる。

σ雰囲気を盛llあげることの大切磨を感じとら

せる。

③課題閣独の成就感を味わわせる。

|てさせる。     |
10各佃人の役鬱り運術0重要性を感じ芝らせ|

る。                  |
|

③自己規定を設定し,それを守る意志を育成
|

する。

10成就感を確実に味わわせる。

1轡生縫と生徒・生徒と教師の信頼関係を築く。10集団に与え弥た課題を各自の課題として10集団0欝0向上や,めお「人麗性」を求

り|`実行委員としての自覚をもたせる。

||・ 行事への学級の要望をまとめさせる。

ダ1看靭嘘酸唯方,運卸齢職靭せる。

||・ 実行委員会の指示を理・学級に徹底させる。

教師指導型

・行報機させる。 。榊袖醒騨せる。

の

育

成 》 生徒指導型

計画の達成状況 ,

施しているアンケー

その効果についての検証は,各行事後の分析や年 3回実

卜で追跡調査する。
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ウ 学校行事のとらえ方

(ア)学校行事の大切さ

人間性の育成は,普段の学校生活全般において培つていくものであるが ,

現実には難 しい。人というものは,環境次第でどうにでもなるものであり,

集団 (環境)の中で成長していくものである。「人間は社会的動物である」

という言葉からして,人間は一人では生きれず,絶 えず社会の中・集団の中

で生きていくものである。それほど集団というものは大切である。環境は学

校 (学年)集団といえ,この学年集団をより良き方向に導かなければ,「 .とヽ

の豊かな人間味あふれる人」に生徒は育たない。そこに,学年集団をより良

き方向に導 くための一つの手だてとしての学校行事の価値を見いだすことが

できる。

(イ)人間性育成のための手だて

成就感がなければ次への意欲がわかないとするならば,各行事において生

徒が成就感を味わわなくてはならないっ学校行事の実施にあたり,その企画

・運営を生徒が行う場が多ければ多いほど,生徒が意欲的に取り組めるため

より確かな集団を目指すことができる。そのためには,教師主導型では限界

があり,ど うしても生徒主導型へ移行ヒノていかなければならないと考えてい

る。大切なこと:ま ,まず,リ ーダーを育てること,そ lノ て,生徒集団が決め

られたこと (決めたこと)に進人Jで協力し,リ ーダーをもり立てて好ましい

雰囲気をつくつていくことである。人間:ま ,取り巻く環境によつて常に変化

するものである。リーダー (も ちろん教師も時にはリーダーになり得る)を

中oいに,行事を通して好ましい雰囲気の「集団の力」をつくり,それを生か

して生徒一人一人の人間性を向上させたいと考えた。

目標達成のた機に,次の点に留意した。

③ 集団への指導目標とリーダTの育成のために,各行事においての目標を

明確にするとともに3年間を見通ヒノた系統的な指導を行うことc

O 集団は,最初は単なる「集合体」であることを考慮にいれ,「好ましい

雰囲気作り」と「仲間作り」を大切にすること。

③ 具体的な課題を決め (与え)それを解決しようとする中で,協力性。伸

間意識を育てていくこと。

③ リーダーに好ましい雰囲気の流れの牽引者としての自党をもたせるとと

もに,彼 らをもり立てていこうとする集国の「雰囲気作り」をすること,

9 教師と生徒の信頼関係を軸に教師と生徒がともに協力して好ましい学級
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・学年そして学校を築くため,一緒に生き生きと行事に取 り組むことc

以上のように「Jい の豊かな人間味あふれる人づくり」のため,人間関係を

基盤に集団の力を生かして,3年間を見通 した指導を行つている。

(3)今後の課題

本校は学級の生活班を活用し実践を重ねている。学校行事に関 lノ ては,1年
の宿泊学習,2年の野外学習,3年の修学旅行においては,実行委員を中心に

学級の行動班,宿泊班を活用 してきた。これ らの行事活動は,生徒たちの通常

の生活では体験しにくいことを経験する機会を与え,生徒と生徒,生徒と教師

の人間活動に深まりを与えるとともに,「 白主性」 「社会性」を養うよい機会

となつている。その行事の中で健常生徒は,障害を持つ生徒を仲間の一部であ

りそのあるがままを受け入れ,認めあい,そ して互いに協力して伸びていこう

とする仲間づくりができてきた。

今後の課題として,行事等で得た成就感を日常生活に反映させ,学校生活を

充実させていくことがあげられる。これらを達成していく中で,生徒自身が社

会にでても障害を持つ人にであつたとき,共に一人の人間として尊重し,介護

の手を差し伸べることができよう。
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鰯 畿 24日 9:30～ 11100

リ ーーダ ー シ ッ フ ℃ 覇 隣 ‐ 菱知 事

松 原 敏 浩 (大同工業大学 )

1問題 リーダーシップは、心理学の中でも比較的早い時期から研究が行われ

ている領域である。ここでは教育との関連から次の2つの点に焦点を絞つて述

べてみたい。

①教師のリーダーシップという視点でみたリーダーシップ理論の発展がどのよ

うであつたか概括する。

②教師のリーダーシップ行動とその効果についての最近の研究を学級経営と部

活動の運営の領域について述べる。

2.リ ーダーシップ理論の発展

1)アイオワ実験 リーダーシップ研究の中で非常に大きな影響を与えたもの

にホワイトとリピット(White&Lippite)に よって1939年に行われた社会的風

土の実験がある。この研究の目的は、リーダーシ シヽプ ロスタイルの違い力封鰈

および集団のモラールにどのような影響をもつかということの検討であつた。

― l1/1ヾ学5年生、課題はお面づくりであつた。リーダーは大学の助手で、

リーダーシップ・スタイルは民主型、専制型、放任型の3つのタイプであうた。

結果は、作業量でI   、専制型がともに優れていたが、作業の質という

面においては、民主型が最も優れていた。また、集団のモラールをみると民主

型は、作業への意欲が高く、チームワークもよいのに対し、専制型は集団内に

おいて政澤襲慮罐醐じが多くみられ、不満も多かつた。放任型は作業の量・質、

モラールとも低かつた。

2)PM理論 アイオワ実験は多くの研究を 経
刺激したが、その追試は必ずしも二貫して民 熊

主型の優越さを支持しなかつた。もともとこ え

れら3つのリーダーシップ・スタイルに価値 M
イ子

的な意味合いが含まれており科学的な概念と 懃

して好ましくないという意見もあった。三隅

のPM理論はそうした中ででてきたものであ 図 1

る。かれはリーダーのもつ機能ないし役割と

低・        高

P機能(ま たはP行動 )

PM式 リーダーシップの類型

(三隅二不二,1966よ り)

して「     能Jと「      」の二つを基本と考えた。そして部下
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評定に基づいて図 1に示したようにリーダーシップ・スタイルをPM型、M型、

P型、pm型に分類する。PM理論の予測によれば集団の自劇臼ませPM型>
P型>M型>pm型の順に、集団のモラールはPM型>M型>P型>pm型の

順になるという。

3)SL理論 (ライフサイクル理論) リーダーシップの理論家の中には、い

かなる状況にも有効なスタイルというのIよ存在しないという考え方をするもの

もいる。ハーシーとプランチャードのSL理論もそうした立場を代表するもの

の一つである。SL理論は縦軸に人間

関係指向、横軸に     向をおく、

そして第3の軸として部下の成熟度を

獅 る。そして、証 スタイノL/1ま ′

部下の心理的な成熟とともに変化する |

というものである。すなわち、成熟度 |

ヵ地eし 導躍HMl)で |ま指示的 (課題

達成的)なスタイルが、成熟度が高い

段階 (M4)では放任的スタイルが最

適というわけである。図2はこうした

関係を示している。

図 ス 'SL理 論 (山本成二ほか,1978よ り)

2.リ ーダーシップ

教育現場を対象としたリーダーシップ研究も多い。それらは、リーダーシッ

プ行動ないしはスタイルを従属変数にその構造や規定要因の解明をめざすもの

と、リーダーシップ行動を原因陵激:と考え、どのような行動が生徒のモラール

や業績をあげるのに役立っているかを検討するものとに2分されよう。これま

で述べてきた理論は、もちろん後者に属するものである。ここでは、後者の研

究の中から最も最近に行われたものを2つ紹介したい。

①矢守 0三隅 (1989)は、中学校の教師のリーダーシップのPM類型とクラス

の生徒の雰囲気との間にどのような関係にあるかを検討した。対象は中学2年

生 750名である。教師のリーダーシップ行動、学級の雰囲気はともに生徒の目

を通して収集された。リーダーシップ行動、学級の雰囲気の調査に用いら慮ヒ

質問項目は、資料に示した通りである。

結果は、表 1に示した。表 1から明らかなように最も雰囲気の良いとされる

リーダーシップ・スタイノИま、PM型で以下、M型、P型、となりpm型が最

効果的スタイル

(高 )
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も劣るとしヽう結果を示した。これは、以前に行われた小学校の児童を対象とし

た研究とも極めて良く対応し、PM理論を支持する結果となつている。

表 I :墨
島峯勇進

ツプ類型別 “スクールモラ∵ル"

授業満足度

学習意欲

学級への帰

属度

学級連帯性

生活・授業

態度

3.55

(4。 52)

17。 74

(3.58)
11。 08

(3.62)
-0.88

(3。 45)

2.93

(4。 81)

17.21

(3.77)
10。 18

(3.94)
-1.58

(3.54)

0。 77

(4.73)
15.98

(3.99)
7.68

(3:92)
-2.24

(3.84)

2。 71

(4。 72)

16.92

(3.73)
9.89

(3。 99)

-1。 53

(3.55)

②松原の研究 松原 (1989)は部活動における教師のリーダーシップ行動ない

しスタイルと部活動の成績、および部員のモラールとの関係を検討したもので

ある。この研究②特色を三隅との比較で述べるならば、リーダーシップ行動が

生徒から見たものではなく、教師自身から得られたものであること、モラール

もまた、生徒自身のものではなく教師から眺めた部員のそれである点である。

を対象にしたリーダーシップ研究の中で、成績などの客観的な指標を

用いた研究が少ないこと、部活動を対象とした研究が少ないことなどがこの研

究の存在意義ということになろうか。■方、教師という現場サイドからみた場

合、実践的額暁懇まかなり見られるが、それは自分自身のケーススタディが多

く、それ自身は貴重で読者に多くの感銘と刺激を与えるが他方において研究の

積み重ねを可能にする概念的枠組みと測定尺度の信頼性、妥当性などに問題が

残ると言えよう。

調査は愛知県のいわゆる大規模校といわれる中学校で部活動を担当している

教師400名。

調査に用いた測定尺度は①リーダーシップ測定尺度 三隅のPM式リーダーシ

ップ測定尺度を教師用に修正したもの。バス(BaSS)らの尺度を参考にした松

原の参加的リーダーシップおよび権限委譲的リーダーシップ測定尺度。②部活

動の課題の特性分析尺度 フィードラーを参考にしながら課題の構造と教師の

地位勢力についての測定を行つた。③モラールの測定尺度 フィードラーなど

を参考にしながら教師一部員の関係、部員のチームワーク、部員の部活への取

還 降 爵 亀 鰐 缶 1筆
鱈
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要  因 F比

3。 44

(4.28)
16.88

(3.45)
10.31

(3。 67)

-1。 62

(3.19)

49。 73拿

19。 88拿

97。 25拿

17.19事

教師の人数

生徒の人数

‐７

００

( )は SD
・p<.01



り組む意欲などを測定した。④部活動の成績 部活動の実績を市の大会、地区

大会、県大会を団体、個人に分けて記入してもらった。その他、LPC得点、

自己の性格特性などの評定を行つたが、ここでは省略したい。

結果としては、リーダーシップと成績および部員のモラールとの相関、PM
類型と成績および部員のモラールとの関係をそれぞれ図4、 図5に示した。図

4からみるかぎり、P行動が成績、モラールともに有意な相関を示すのに、部

員の自主性を促す権限委識行動と集団効果との相関がそれほどでもないという

点が気になるところである。また、図5についてみると成績ではP型、モラー

ルではPM型というように従来の傾向とは異なつた結果がえられたのも特徴的

であつた。

43リ ーダーシップと集団効果の関係を仲介するもの

SL理論の立場にたてばリーダーシップ ロスタイルと集団効果との関係は、

リーダーシップ行動がなされる集団の状況によって左右される。集団状況とい '

っても、集団をとりまく社会情勢から、リーダ下の地位、課題の特性、部下の

特性 (能力、性格)、 リーダーとメンバーとの関係などさまざまなものが考え

られる。それらはリーダ下にとつて制御不可能なものから制御のある程度可能

なものまでさまざまである。松原によ測       ヒの程度が高い場合には

P行動はより有効であるという結果を得ている。ここではリーダーとメンバー

の関係を取り上げてみたい。

リーダー・メンバー関係のなかで最も重要な変数はリーダーのもつ勢力とメ

ンバーがリーダーに対して抱いているリアクタンス (反発)と考えられる。そ

こでこれらの変数がどのような仲介効果を持つているかを管理的なリーダー行

動、      リーダー行動を例にして検討してみよう。図3(資料2)は

産業組織場面を対象にしてそうした関係を検討したものである (松原・水野 )。

図から明らかなようにリーダーシップ 0スタイルの効果がリアクタンスによつ

て影響されていることが理解されよう。

それではこうしたリアクタンスないしは勢力がどのようにして作られるのか

検討してみよう。表4(資料3)は、リーダーシップ行動、モラール、課題特

性などの諸変数の因子分析の結果である。表から明らかなようにリアクタンス

や勢力などの変数は、リーダーの集団維持行動や計画作成などの課題達成行動

と密接な関係があることが理解される。すなわち、この種の日常的なリーダー

シップ行動がリーダー・メンバー関係を作り、それがその他のリーダーシップ

行動の働きを大きく左右するところとなると考えられるわけである。
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2表 リーダーシップ行動 と業績 およびモラール との偏相関

(運 動系部活教師 312

モ ラ ール

教 師 。部員関係  練習態度

名 )

P行 動

M行動

権限委譲

参加促進

モ

フ

|

ル

4.54      1.50

(5。 17)(2.69)

12.36      11。 19

(3。 80)     (3.33)

0.204 **

0.235 **

0。 062

0.003

2.38 6.84(Pく 。01)

(3.81)

10.23 5.45(Pく 。01)

(4.32)

0。 222 **

0。 250 **

0。 031

0。 032

** Pく   0。 001

PM類 型 と業績 およびモラ ール との関係

数字 は平均 、()内 は標準偏差 を示す

PM型 P 型 M 型 pm型 F比

Pく  0。 01

表

2.86

( 4。 15)

11.91

(4。 24)

30。 41

(4。 72)

16.35

(5。 20)

27。 99

(5。 11)

15。 49

(4.13)

28.97

(4.54)

14.90

(4.31)

25.59 21。 16(Pく 。001

(4。 42)

13。 02   10.33(Pく .001

(4.95)

団体成績   個人成績

0。 270 **    0。 048

‐ 0。 070       0。 048

0 0.099     - 0。 023

0。 076     ‐ 0。 036

団体成績

実力評定

教師 ◆部員

関係

練習態度
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醐 譲 24日 11100～ 12130

子 どもの主体性を育てる国語の授業
<創造的読み>の提案

鹿内信善 (北海道教育大学 )

自分を中心にした読みの必要性

小学校 3年の教科書 (「 改定小学国語 3上」教育出版 1983)で は「 はまひる

がおの『小 さな海』 (今西祐行)」 という作品がとりあげられている。概略、

次のような物語である。

岩の隙間でさみ しそうに咲いているはまひるがお。そばには小 さなみずたま

り。大波に運ばれてきてとりのこされた魚が一匹泳いでいる。はまひるがおは、

自分を犠牲にしてこの魚を助けてあげようとする。そのことに感動 した「 ぼ く」

は、はまひるがおと魚 がいっしょにくらせる方法はないかと思いをめ ぐらす。

そ して、近 くにいた子供達に、「小 さな海」に毎 日海水を入れて くれるように

頼む。子供達は事情を了解 し「 うん、入れてやるよ。,お けに二、二はいでいい

だろなあ。J「『小 さな海』か。・……そうだな、かにっこもえびっこもとって

きて、こん中に入れとこか。そ して、おらの『小 さな海』にしようぜ。」 とう

けあう。

この単元で最 も重要な問題点は、単元後半で与えられる課題である。学習の

「てびき」として次のような課題が与えられる。「 はまひるがおの『小 さな海』

は、今、どうなっているで しょう。はまの子 どもになったつもりで、『 ぼ く』

に手紙を書いてみましょう。」

これまでに参観 したいくつかの授業では、ほとんどの児童が「 おりこうなJ

はまの子になって手紙を書いている。毎 日せっせと小 さな海に水を運んでいる

姿を書いているのである。この教材を教育大学の学生に与えて も事態はあまり

変わらない。多 くの学生達は、やはり、水を運ぶけなげな姿を綴 って くれる。

そんな学生達に「君がはまの子なら、本当に毎 日水を欠かさないかJと皮肉交

じりに問 うと10人 中 10人 とも「 いや、そんなことはきっとできない」と答える。

このように問われてはじめて、干上がってカラカラになった魚や、かにっこ・

えびっこのイメージを告白して くれる者 もいる6結局、小学生 も大学生 も、教

師や教科書作成者の意図におもねっているのである。

従来、国語科教育では「作者は何を言いたかったのか」とか「登場人物の気

持ちは」とか、他人のことをおもんばかることが重視 される傾向があった。 さ

らにばかばかしいことに、学習者は、どんな反応を したら教師は喜ぶのか、と

いうことまで考えて教材を読んでいる。いってみれば「他人を中心にした読み」
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が蔓延 しているのである。

このように、読者の主体性を無視 した国語の授業や教材をみかけることは多

い。 しか し一方で、読者の主体性を尊重 した読み=読者論的読みの必要性 も声

高に主張されているのである。 この矛盾はなぜ生 じて くるのだろうか。

なぜ、自分を中心にした読みが行われないのか

「 はまの子 どもになったつ もりで、手紙を書いてみましょう」 という課題は、

さすがに、最近の版 (「 改定小学国語 3下」教育出版 1989)で は削除 されてい

る。かわりにとりあげられているのは「童話や物語をいっそう楽 しく読むには、

どうした らいいかJと いう教材である。そこでは、いっそう楽 しく読むための

方法 として次の 3つ をあげている。

「わた しは、お話 しの場面を、一つ一つ、テレビで も見 るように、 くわ しく

そうぞうしながら読みます。時 FEEは かか りますが、とて も楽 しく読めます。」

「 ぼくは、む じん島たんけんのような物語がす きだが、いつも、自分が主人公

になったつ もりで読んでいる。そうすると、 とてもスリルがある。」「 ぼ くは、

お話の中に出て くる人が何かす るとき、 もし自分だったらどうするだろうか、

と考えなが ら読みます。」

これ ら3つ の提案について指導書 (「新訂小学国語指導書 3年 《教材研究編》

」教育出版 1986)で は、次のような解説を している。「三つの視点に共通 してい

ることは、想像 (空想や仮定 も含む)の楽 しさである。場面を細か く区切 つた

り、人物の考えを追及 したりすることばか り強要 されると、児童は、物語を楽

しんで読むことができなくなる。ここでは、思 う存分想像の翼を広げて読 ませ

たいと願 う。」

この解説か ら、読者の主体性を尊重 した読みをなんとか可能にしたい、その

ための教材なのだ、ということを読みとることができる。 しか し、平凡な作品

に対峙 した読者が、想像 しようと努力 しただけで場面を想像できるものだろう

か。また、主人公になりきろうとして簡単になりきれるものだろうか。ありあ

りと状況を思い浮かべさせることも、読む者を主人公との同一視に誘いこむこ

とも、優れた作品が持 っている力によって可能になるものである。 ところがこ

の教材では、本来作品が持 っているべき力を読者にかたがわりさせている。そ

のことによって、読者の主体性を尊重 した読みが可能になるかのような誤解が

あるのではないだろうか。ひょっとしたら、はまの子 どもになったつ もりで手

紙を書かせる課題にも、読者の自由な反応をひきだそうとするね らいがあった

のか もしれない。 しか し、現実にはそうなっていない。読者の主体性を尊重 し

た読みの重要性は充分に認識 されなが らも、そのような読みを可能にする方法
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声 「

が明 らかになっていないのである。

倉J造的読みの提案

どうした ら読者の主体性を尊重 した読みが可能になるのか。そのために教師

はどのような援助をしてあげたらいいのか。 このことは、国語科教育学や教育

心理学が解決 しなければならない重要な問題である。

これまでにわた しは、読者の主体性を尊重 し育てる読みを、<Ell造 的読み>
という概念のもとで検討 してきた。さまざまに検討を重ねることによって<創

造的読み>を可能にするい くつかの方法を開発することができたのでその概略

を提案 したい。

(具体的な方法については、講演時に説明 します。また<創造的読み>に つい

ては 鹿内信善著「 <創造的読み>への手引」勁草書房 でわかりやす く解説

してあります。 )
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24日 13:30～ 15:Oo第 1議継

授 業 を 研 究 す る ま え に

石部 清和  (滋賀県愛東北小学校)
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24日 15100～ 16:30第 1蘭藤

高 校 の ノ ゞ ズ 学 習

…数学の授業に取り入れて一

望月 和二郎  (東京都菊華高等学校)

1. はじめに

公立中学校を定年退職してすぐに私立菊華高等学 (女子校)に勤務じ3年目

になる。現在, 3年生 3ク ラスの数 Ⅱを 9時間)3年の選択 4時間 (基礎解析

<2時間 >・ 数学演習<2時間>)計 13時間を担当している。

学年は 1年から持ち上がりであるが,生徒は年度初めにクラス替えをしてい

るのでメンバーは変わっている。

1年の時の生徒の実態 ①東京都および周辺県の公立中学校の卒業生で,程

度 :ま中の下 ぐらしヽである。 ②入学当初,授業への希望や中学校時代の数学勢

授業の感想などについて調査した中に,中学校では見捨てられてきたと思い込

んでいる生徒がおり,数学が嫌ひと回答しているものが 47%いた。

2.数学の授業にバズ学習を取り入れた理由

上記のような生徒の実態を知るにつれてなんとかバズ学習の導入ができない

かと思ったが, 1年間静観することにした。

1年たった時,生徒たちの会話・清掃活動 。その他学級の諸活動を通こ′て次

の通とを知った。

1年間同 じ学級の中で生活しながら,あ る限られた人だけとの付き合いであ

り,学習の場としての学級の諸活動が機能していない。

「学級内の人間関係を高めることにより学習活動 |ま 促進される」というバズ

学習の基本理念に即し,さ まざまな試みを思いきって数学の授業に取り入れる

ことにした。

3.経過

1年目の反省から,学級担任・学年所属教員と数学所属教員に試みてしヽる事

柄をさまざまな機会を通して話すようにした。

授業で :ま 1年の時から毎時間発行してきた「数学だより」 。学習予定表 。自

己評価および授業記録ノー トは続けた。
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1学期後半になって大変意欲的になってきたが,購躍する生徒が固定化して

きた。それを防ぐためにグループによる活動を取り入れた。

こ数時期↓こ「中学時ftに 生徒会の役員 。委員,学年の委員および学級の班長

をどのぐらい経験してきたか」についての調査を実施ヒ′た。その結果を学年会

に報告し,中堅学年としての役割意識をど参ようにもたせたらよいかの指導資

料にすることになり「自治活動を活発にするために三という提案を学年会へ 2

学期早々にした。

このような経過をたどって,高 2の 2学期からバズ学習を導入した。

4.どのように導入したか

I.理解を図るために (資料 P5～ P8参照)

2年学年会に提案した「自治活動を活発にするために_」 をまとめて他の 2つ

の学年会にも提案した。

Ⅱ.教科経営で

1.数学だより (資料 P9～ P13参照)

◎「‐数学だより」の内容は,次の点を考慮した。◎

①指導案 (時案)的性格をもつようにする。

②本時の日標が明確になるような課題 (誰にでも取りかかれるが,あ る程度

の難しさを盛り込んだ内容)を提示する。

③教科書に準拠し,教科書の例題を写じとったり,問題を書き写して解を求

めたりすることにより,基本的事項の習得ができるようにする。

①予習―教科書を読み,問題点や分からない点をはっきりさせてお く等―を

してこれば活用できる内容とする。

Of隻習をする際,ま とめも合わせてできる内容とする。

◎学習態度の形成に必要な内容一本や新聞等でこれはと思う内容―を紹介す

る。

①「学習の仕方」を確立できるようにするために, 自己評価の集計結果や,

学習Φ仕方についての生徒の声なども入れていく。

2。 単元見通じ学習

学習で大切なことlま,日標をもつこと。すなわち,見通しをもって学習に取

り組めるということである。見通じをもてるようになると,予習が出来るよう

|こ なり授業に積極絢↓こ参施 し,よ うという意欲がわいてくる。この意欲を育てる
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ために {1)学 習予定表 (資料 P14～ P15)(2)週の学習計画 (資料 P16)を 発行

している。

3.数学だよリー積分法についての実際例―  (資料 P17～ P36)

一「数学だより」「数学テス ト」内容一覧一  (資料 P37～ P46)

4.授業を進めるにあたって使用している (ア )学級活動日誌 (イ )学習活動

記録 (ウ )個人学習活動記録  (資料 P42～ P44)

5。 実際の授業 (資料 P45～ P49)

平成 1年。 10。 12(本)に実施した公立中学校への公開授業の指導案等

をあげる。

ここに示されている課題を使って授業を実施してみることにする。参加者の

ご協力をお願いします。

5。 おわり0こ

1.自 己評価について (資料 P50～ P55)

◎ 自 己 評 価 ◎

自己評価とは

自分の目を,限りなく自分に近づけて

「一体3自 分はどんな自分なのだろうか。または,自 分だったのか。三

― 高 3の 1学期末を迎え,数学 Ⅱの授業はどうだったのか。その授業を通

して自分はどう成長したか。一

と,自分に問いかけてみることである。

このような観点から,自分自身の日々の生活を振り返って見たとき,

“どんな点に注意して努力しなければいけないのから具体的にどうするか "

一遠 くの目標実現のために,近 くに小さな目標をどう設定して 1つ 1つ実現

しようと努力するか一

を見つけ出すこと, これが自己評価である。

したがって,単なる反省で終わってはならないし,ま してや他人のせいにし

てグチをとぼすためのものであってはならない。

さあ,右ページの自己評価をしっかりして,期末考査にのぞもう。

*資料 P52に 自己評価の用紙をFll示する*

保存用と提出用の 2枚を用意し,数 Ⅱテス ト・課題提出状況欄に,現在ま
'ご

の状況を記録したものをコピーしてはる。そして,提議i用 と保存用を渡ヒ′記入
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させ,保存用を残こ′て提出させることにしている。

2.数 Ⅱ調査につしヽて (資料 P56～ P57)

第 1学期末考査の採点終了後実施 した。

◎ 内 容 ◎

{1}中間以降母私鍮学習法 犠)期末考査の難易度 |こ ついて {3}豆 テス if)効果

は 経}期末考査に向けて,学級内で|ま (バ、だん鍮場合も含めて) 幅に れらを

総合と′て,自信がついたか

● 鱚)に)椰)●
榊豆テス ト:数学だよりの課題解決に必要な基本事項 5間を 2分で実施し,

相互採点。中間考査以降毎時間続けた。

①効果があった 。・・91%ン  ②効果 |ま なかった・・ 47%

(3ク ラス中 1ク ラスは100%効 果があったと回答)

(4)①友達に気楽に聞いた 。・・91%,② 分からないところは,みんなで

やるようにした 。4● 25% ③休み時間や放課後を活用した 。。(91%

幅)①自信がついた 。,27% ②少し不安はあるが自信がついてきた 。・

・ 68% ③やっぱり自信がない 。・・ 25%

6。 今後の課題  (資料 P59)

新しい学校に勤務じ, 1年間学校や生徒の実態を知るた機に静観し,そ の後
メ`Fズ学習を取り入れて 1年 たった。生徒たちの変容をどのような形で提えてい

くかが,今後の大きな課題である。

勤務して 3年目の半ば,振り返ってみるとさまざまな思いがある。その中で

も次のようなことが強く思い浮かんでくる。

(1)静観するのもよいが, これはと思うことは見通しをたてて,生徒たちの

ために思いきって実践することである。

轡 義務教育を終わって選抜されてきた生徒たちであることから,能力的に

同じで,果たしてうまくしヽくんだろうか)と いった思い込みと決めつけ

に支配されていたんだなと深 く反省している。

機 リーダーの養成ということがよくいわれるが,同程度と思われてける集

国であっても, その課題課題に応じて力を発揮じ)リ ーダーとして集圏

に貢献している姿を見ることができ,だれもがリーダーになり得るので

あ{:こ とを知った。
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(4}全教師に知ってもらいさらに理解を得ようと努め,公立中学校θ先生方

対象の公開授業を第 1回 目lま数学科 。第 2回目|ま 理科と数学科で実施じ

た。その研究協議の記録の中に「 ここで特筆すべきは,バズ学習を行う

ようになって授業の予習・復習をしてくる生徒が飛躍的に増えたという

事実である。 (バズBuzZ学 習とは「人間関係を基盤とする教育Jを

理念として展開されている教育理論である)<平成元年度 菊の園 (P4

2)>」 と取り上げていただいた。

151 今年度から「各教科 1人以上研究授業を行う。教科によっては授業を公

開してもよいことになり,教務部の年間計画の中に数学は 10月 に行う

ことになっている。

第 2学期がすぐ始まる。生徒たちのよりよい成長のためにさらにさらにがん

ばっていきたい。
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1 24目 13:30～ 15100第 2覇譲

「相互作用を生かし.参加度を高める社会科指導」

一課題と評 1画 の研究を通 して一

毛 利  公 〈愛知県春日井市立中部中学校 )

I はじめ tこ

小学校から中学校へ転任して,早 4年目を迎えてようとしいる。小学校で社会科を教

えていた頃 tま .ずいぶん活発に疑問点や意見を発表させたり。意欲的に調べ学習をさせ

たりして授業を進めてきたつもりであった。

中学校 1年生頃は.バズ学習をしていても互いに意見を交換 しFた りして,「なかなか
いいな 」 という感じが持てていた。しかし,中 2～ 中3になる:こ つれて,日 立 って生

徒の活動する様子が変わってくる。特に。バズ学習時の意見発表などの回数の激減や声

の大きさなど,「何か。自分の求めているものとちがうなあ。」と真剣に考え込んでし

まったこともあった。さらに,入試をひかえた3年生にもなると「とにかく教えなくて

は」「授業を進めなくてこま」という気持ちが先にたち,生徒に考えさせる活動が。ほと

んどできないままの社会科指導に終わってしまった。

今日,ソ ビエ ト連邦を中心とする東欧諸国の激変ぶ りや,地球規模で発生している環

境問題 ,先進工業国間の経済問題等々,生徒を取 り巻 く自然・社会環境は大きく揺れ動
いている。こうした状況のなかで,私たち社会科を教える教師 tま ,生徒に対して真剣に

「社会を見つめ,行動できる力」を育成していかなければならないと考える。

E 本校のパズ学習に関する紹介

本校のパズ学習は昭和 60年度より,荻原克巳前学校長 (現南山大)に よって導入さ

れ, F磨 き合え,響 き合え !」 のスローガンのもと,現在に至るまで実施されている。

研究経過の概略tま ,以下のとおりである。

昭和 60年度に,研究主題「相互作用を生かし。参加度を高める学習指導」でバズ学

習が開始され,基礎的な研究を毎年継続させていった。昭和 63年度には,全国バズ大

会を本校で開催 し,それまでの研究の成果を発表 した。

現在も同一研究主題での研究が進んでおり,特に,「課題と評価の研究」を中心に地

道な歩みを続けている。
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亜 社会科部会における研究の実際

1。 本年度の研究に至るまで

バズ学習の導入によって,社会科部会でも課題の研究を中心に,参加度の高い授業

をめざしての実践活動が。「相互作用を生かし.参加度を高める社会科指導Jの研究

テーマのもとにはじめられた。

昭和 61年度にこま。「どんな課題が効果的なのか」を授業実践の中から,持ち寄っ

て「社会科学習課題一覧表」を作成したり,63年 度にこま。「学習課題構成図」を作

成したりした。「学習課題構成図Jと もま,単元を見通した教材研究によって。より効

果的に課題を設定し/,学習の流れを明確にした図であるふ各授業時間ごとの主な課題

を,他の授業との関連をもとにして構成されている。

平成元年度にtま ,パ ズ学習時の「話し合いに深まりがない」ことを重要視し。その

原因を追求 しながら。さらに課題と評価の研究に力点を置 くことにして本年度に至っ

ている。

2.本年度の社会科部会の研究内容

(1)研究テーマ  「相互作用を生かして参加度を高める社会科指導」歴史学習

一課題と評価の研究をとおしrて _

(2)研究仮説について

ア ・lI 説
生徒の話し合いが深まるためにtま ,'次のような条件の課題を設定すればよいと

考えた。

○ そり単元の基礎 ◆基本をふまえた課題

◎ 生徒の発達段階 。興味・ 関心をふ まえた課題

○ 話 し合いの目的が具体的になつている課題

また。評価については,学習活動における評価活動に力点を置き。特に以下の

内容を確実に行うために,反応器の使用を試みた。

○ 意見を持っている生徒を確認して,授業への参加をはかること。

○ 話し合いや作業の終了ができたかどうかを確認して。授業の能率

1ヒ をはかること。
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イ 基礎 ◆基本とtま

0 基礎とは,その単元に流れている時代背景と考え。ほとんどの生徒が理解

できる内容であり。既習の学習内容であると考えたい。

○ 基本とlま 。時代背景から出てくる具体的な歴史事象・事物と考え,本時の

学習によって定着させたい内容であると考えたい。

以上の基礎 ◆基本をもとに,次のような課題設定の考え方で,課題を設

定 した。

課題設定の構造図

単元の目標

授業の目標

予備課題の実施

前時の復習など

課題の設定 →

(3)課題構成図の作成について く詳細 tま 別紙資料を参照)

単元を見通した学習をすすめるために。単元内の中心的な課題を一覧表にしたも
のである。

(4)授業の流れについて

本校のパズ学習における授業の全体的な流れ tま 。以下のとおりである。

本時の目標に迫る

学習

学習のまとめ

次時の学習の指示など

|       I  L___    1
中心過程ヘアプローチ  中心過程での学習をま

して調べてみようとか  とめようとする意欲を

考えてみようとする意   高める課題や工夫

欲を高める

そして,個人と全体 (班 )と の関係を次のように考える。

→I斑の話 し合い 全体での話 し合い→
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3.実践記録の概略 〈詳細 tま 別紙資料を参照)

(1)単元名   古代社会の確立 (律 令政治の移 り変わり)

(2)本時の目標 律令政治の中での農民の生活ぶ りを追求させ。律令政治の変化に気

づかせる。自分の意見をもつて学習に参加させる。

(3)基礎 ◆基本について :支配者は天皇で,被支配者 tま 農民という時代背景を基礎と

して,その背景を基盤として生まれた社会事象を基本とする

(4)授業展開

学 習 譲 題 評  価  活  動

準

備

過

程

奈良時代の農民支配の様子を班で

確認 しなさい。

班内で農民支配の様子を輪番法で発

表 して。発表できたら反応器を赤に

する。

本時鍛学習内容を知る。 観察によって生徒の学習内容の把握

状況を見る。

中

′か

遇

程

貧窮間答歌からQ農民の立場にた

って自分だったらどうするかを考

える。

考えが持てたら反応器を赤にする。

戸籍の史料をみで分かることを班

話し合う。

発表ができたら反応器を赤にする。

農民が口分田を捨ててしまうこと

による影響を考える。

個人で考えがまとまったら,反応器

を赤にする。

墾田永年私財法について調べる。

(個人→班での確認→全体発表 )

調べ終わったら,反応器を赤にする

認

程

維

過

キーワー ドを使って本時の学習を

まとめ,短文を作る。

班の全員が言えるようになったら反

応器を赤にする。
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(4)授業の考察

① 基礎・基本を盛、まえた学習課題は,生徒に学習内容を定着させるのに大変効果

的であった。特に,奈良時代から明確になりつつあった天皇支配が.土地を媒介

として行われていたが,重税に苦しむ農民の生活ぶりを追求させたことで。その

様子がよく理解できた。さらに,話 し合いの中に生徒の多面的な意見が多く出さ

れ,話 し合いの深まりがみられた

0 また。学習課題を考える際に,小学校での既習内容も考慮したので,成績が中

程度より下の生徒にも課題の内容がよく理解できたと考えられる。

③ 話し合いの目的が十分生徒に伝わるように発間のしかたを工夫したところ.班 .

での比較的活発な話し合いがみられた。

③ しかし,話 し合いが深くなるにつれて.班内で出された意見が自然淘状されて

全体の場で発表されなかったケースがあり,「個人→班→全体→個人」の流れを

慎重に考えなければいけないことがわかった。

たとえば,班内での話し
「

合いでも,班員の意見をそのまま吸上げさせる場合と

ある程度の結論までを考えさせる場合とに分けて考えることも必要であるう。

⑤ 反応器の活用 tま ,生徒一人ひとりの学習状況を把握したり,意見を持っている

生徒が一日で分かり,指導をすすめるにあたって大変効果的であった。そして。

こういった即時評価によっても参加度を高めることができるということがわかっ

た。今後 lま ,反応器の色の使い分けにひと工夫したいと考えている。

V おわりに

バズ学習をはじめて,6年 目を迎えたわけであるが,研究の成果 tま遅々としたもので

ある。昨年から,課題と評価の研究の中で,歴史における基礎 ◆基本を考え。それにも

とづいた学習課題の設定方法を研究し始めた。しかし,基礎・基本の考え方を巡っての

論議が社会科部会の中で完結したわけではなく。今後も論議を深める必要がある。そし

て,相互作用によって生徒の授業への参加度や学習の効率を高めていくことが大切であ

る。

一方,今日の社会は,と もすると個人が全体の中に埋没してしJま いがちである。学校

教育の場において。豊かな心持った生徒の育成には,生徒が他の人間に働きかけをしな

がら学習させることが大切である。そして,人間性豊かで.活力あ』、れた生徒の育成を

すすめたいものである。
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1 24日 15:00～ 16:30第 2藷輩

実 験 を 通 し て 科 鋳錦 勺 思 考 の 育 成 :と 基

礎 的
・

基 本 的 事 項 の 定 着 を は か る た

め の 小 集 l団 活 i羹カ

成田 一二三 (青森県横内中学校 )

1.は じめに

横内中学校は青森市の郊外に位置し、近年団地ができたこともあり生

徒数が増加 している。本校の生徒は素直で純情である反面、休み時間等

はうるさいくらい騒いでも、授業になるとあまり発表 しな<な り、声も

小さく聞き取れないという指摘を受けることがたびたびあった。

そこで本校では、昭和61年度から小集団学習を校内研に取 り入れて研     ち

究を進めることにした。

研究主題 『ひとりひとりが生き生きと学習できる授業の研究』

小集団の活用を通 して

研究目標  生徒ひとりひとりが、基礎的、基本的内容を身につけ、め

あてをもつて意欲的に学習に取 り組むことができるように

させるための小集団の活用のあり方を、授業実践を通 して

明らかにする。

研究仮説  次のような手だてをとることにより、生き生きと学習で

きるようにする.

(1)学習のねらいを明確化・具体化 した学習課題を設定 し

原則として課題解決的な学習過程とする。

(2)授業過程に小集団学習を取 り入れ、厳 しい話 し合いを

促進させる。

(3)小集団学習について評価 し、活用の仕方を改善する。

以上のような目標を設定 し、『小集団学習』を中核に据えて研究を進め

てきた。

2。 理科における小集団学習の実態
これを受けて理科でも授業を進める上で小集団にポイントを置く指      ~

導を進めてきた。理科は比較的小集団を取 り入れやすいということで

次のように研究を進めた。

(1)人数。 4人

(2)性別 : 男女混合

(3)座席.理 科室、教室とも同じでlヶ 月間固定

-42-



(4)リ ーダーを含む等質集団 (一定期間経過後全員にリー

ダーをやらせる)

(5)1時 間の中で、最低1回 は小集団を活用する。

次に小集団活用のために、その前提条件として次のことを指導するよ
うに努めた。

(1)小集団で何を行 うのかねらい(問題)を 理解させる。
(2)小集団における学習方法を身につけさせる。
(3)全員が話 し合いに参加できる雰囲気をつ <る 。

また1時間の授業の中で小集団を利用する場面は次のようになつて
いる。

(1)復習、整理

(2)ド リルのため

(3)指導事項の確認

(4)概念化

(5)一般化

(6)発想の転換

以上のようにして4年間の指導の結果、生徒の意識にも変化がみられ
以前は小集団学習を敬遠 じがちであつた生徒達も下表のように意識の
変化がみられた。

平成元年 12月 21日 実施

項 目 男子 女子 全  体

小集団を取 り入れた授業が好き
０
０

り
′

Л
仕

り
′ 76

好きな理由

理解できないことを教えてもらえる
り
√

０
０

０
ヨ

メ
敬 43

いろいろな考えを聞けるから
０
０

９
ι

９
ι

Ｋ
Ｕ

つ
ι

小集団の時にとる行動

自分の考えを発表する
つ
０

９
‘

メ
敬 17

f也人の考えを聞 く
食
υ

９
０

ワ
′

０
０

小集団をやって良かったこと

わからない箇所がわかった
買
Ｊ

倉
υ

Ｋ
び

０
０

買
υ

いろいろな考えを知つた
メ
罐

り
√

メ
管 44

仲良くなつた ズ
敬

９
ι 27 25

先生に望むこと

話 し合いの時間を長くしてほしい メ
地

メ
摯 47 45

班員に望むこと

自分の考えをもっと出 しては しい 虔
υ

９
０

０
０ 33

わかるまで教えてほしい ０
０

９
ん

つ
０

Ａ
Ｖ

つ
０

アンケー ト結果からの抜粋  数字はパーセン ト
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このように生徒の意識は、理解できなかつた箇所を小集団で話 し合 う

ことによつて理解できるようにな り、できればもつと長い時間話 し合わ

せてほしいということである。これまで一斉授業では気後れ してなかな

か先生に質問できなかつた生徒が、自分達だけの小集団になることによ

つて自由に話 し合い、自分の中に持つている疑間をぶつけた結果である

と思われる。小集団学習の成果があつたと言えるだろう。

3.問題点

アンケー ト結果からわかるように、生徒の意識は確実に前向きになつ

てきているし、1時間の中では理解 したと感 じていることがわかる。また

指導する側の感触も良好であつたにもかかわらず、学力検査等をみると

授業で感じ取つた程の成果が表れていない。小集団学習がつまづいてい

る箇所を克服することに役立つていることはアンケー ト結果から読み取

れるし、指導する側の評価でも一致するところである。しかし、真に基礎

的・基本的事項が1時間の授業で身についていないのではないかという

疑間が残つた。アンケー トの結果からも、小集団活動で個人がとる行動で

一番多いのは他人の説明を聞くことであり、自分から積極的に発言する

生徒の数の少なさから判断すると、一部の優秀な、かつ意欲的な生徒の説

明を受 |す 身的な立場で聞いて納得 しているのではないかと思われる。真

に自分で苦 しみ、もがいて結論に達することなく、安易に結論にたどり着

く姿勢が抜けていない気がする。このことが一斉授業で教師の説明をう

けるのと変わらぬ結果をもたらしたのではないかと考える。

4。 基礎的・基本的事項の定着へのアプローチ

以上のような判断から、基礎的・基本的事項の確実な定着に迫るため

に、理科の授業の中で最も特徴的な実験の指導について、これまでの指導

を見直 し新たな方策を模索することになつた。これまで実験は教科書等

に詳細に説明が掲載されていて、それを小集団で取 り組むことから、実験

における小集団活動は実験前の予想の段階と主に実験の操作を小集団で

行 うことに限られていた。またそれで小集団学習が成 り立つと思つてい

たこともある。実験の操作を小集団で行えば、単に説明するよりも学習内

容が確実に身につくという誤解があつたような気がする。生徒が問題意

識を持つことなしに実験を行つても知識・理解の修得はありえないし、

予想 じ仮説を持つことなしに行つても同様である。本校の理科部会では

問題意識を持ち、予想 し、仮説を持ち、実験を工夫 し、これに取 り組む生徒

を育てるために小集団学習を取 り入れることにした。すなわち、既存の認

識様式において内的矛盾が出現 し、その矛盾を克服すべく仮説が設定さ

れ、解決の構想として検証方法が考えられる。そして、実験によつて仮説

が検証されたとき、新 しい認識様式へと変換するというスキーマを小集

団を用いて展開しようとするものである。
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そこで授業の流れを下のように構成 した

(1)こ れまでの知識、経験から事象を説明させる段階

(2)(1)の 延長線上にありこれまでの知識、経験ではすぐに説

明できない学習問題の提示

(3)各 自が予想する段階

(5)全体の場で仮説をさらに練 り上げ、収れんさせる段階

(6)仮説を検証する実験を考案・工夫 し、実験結果と仮説の妥

当性を関連づける段階

(7)全体の場で実験方法について収れんさせる段階

(8)実験の段階

(10)ま とめの段階

主として (4)、 (6)、 (9)の段階で小集団を用い、多様な考えを吸い上げる
とともに、予想が発散 しがちな場合にはこれを収東させる機能をもたせ

た。

5。 結果

この取 り組みをしてまだ1年になつていないので、まだはっきり
と結果をまとめる時期にはきていない。しかしこれまで指導 してきた

結果からすると、次の点で評価できると思 う。

(1)発表能力がついた

(2)家 庭学習が意欲的になつた

(3)学習中の単元以外からの知識が、しば しば関連 して授業に出てく
るようになつた。

(4)実験の操作が迅速になつた

具体例については、資料参照のこと

(4)各 自の予想を仮説に練 り上げる段階

(9)実験結果と仮説の妥当性とを比較検討しする段階
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実践議越費 24日  13:30～ 1 5:00難

子どもの心にしみ
ワ

』 む道徳授業のあり方

肥  田 糸爵  fヽ (土岐市泉西小学校 )

1.主題設定の理由

道徳で学んだことが子どもの心にしみこんだかどうかは、実生活の中での「

心情」や F態度」でみていくべきである。

今まで私の行なつてきた道徳をふり返つてみると、さらつと流れただけにと

どまり、実践の意欲につなげることまでできていなかった。高学年ともなると

どんなことが道徳的に価値の高いことなのかはわかつている3だから、自分も

主人公のようになりたいとか、～したことがすばらしいなどの発言が多くなつ

てくる。一見、価値がわかつたような気になるが、資料内の人物やクラスの友

達、教師などの多様な価値観を知り、今までの自分をふり返させるといつた点

においては、これでは不十分である。

そこで、道徳の指導過程を

(1)自 分の持つ道徳的な見方、考え方を見つめること

(2)人間として行動するより高い価値をつかむこと

(3)こ れからの自分の生き方をはつきりさせること

この 3つ をどのように仕組んでいつたら実践の意欲にまでつなげるのかを考え

たいと思い、この主題を設定した。

2.仮  説

自己の内面にある多様性に気づき、その多様性の中ですばらしい

生き方をみつけていける授業を仕組めば、実践への意欲を持たせるこ

とができる。
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この仮説に向けて、指導過程 (1)にバズを取 り入れ、自分のありのままの姿

を見つめさせ、それを生かして後半を展開していく方法を行なった。

3.実践例

[展開パターン]

・範  読

・課題作り

・よりよい生き方ができない人間の弱さを追求 (バ ズ)

・よりよく生きたいと願う気持ちを追求

・人間としてすばらしい生き方を追求

。今までの自分をふり返り、これからの生き方を考える

[授業例]

資料名  遠 足   (6年 生の道徳 )

ねらい  互いに信頼し学び合つて友情を深め、男女仲良く協力し助け合お

うとする態度を養う。

展  開

T;範 読

T;話 し合いたいことを発表しましよう。

C;「 どじだなあ。かっこわるいぞ。」といったときの気持ち

「水を飲んで少し座つていたほがいいよ。Jと 言つた気持ち

「ありがとう。」と言つたわたしの気持ち

「どじなあ。 」と言つていた子が「水を飲んで 」と言つ

たのはどんな気持ちだろう。

一 (グループバズ)…………………………………………………………….

Cl;安田さんが「大丈夫 ?」 って言つたし、先生が来たから     :
C2;う ん、先生がいたからやよ                 :



C3;ち ょつと違う。八木君は本当は優しいから、困つている子が気に

なる。

C4;初 めは恥ずかしくていえなかつたけど、やっぱり気になっていた

んだよ。

C5;う ん、初めは言いにくかつたけど安田さんが言つたから言えた。

C6;ち がう。やつばり先生がいたからだと思う。それか、ころんだ時

人がいたけど、その時はまわりに誰もいなかつたから言えたと思

う。 (こ の後、先生がいたからという意見で男子が盛り上がる)

C;本 当は優 しいけど、恥ずかしくて言えなかった。

C;好 きな子には言えない。

C;先生が来たから言つた。

C;困 つている子をほかつておけないから

Cだ ろんだ時はまわりに人がいて言えなかったけど、あとの時は一人だ

つたから言えた。

C;S君だつて、いつも私のあだ名とか言うけど優しいときもあるから、

それと同じやと思う。

T:大 きく3つ ぐらいの気持ちがでたね。それぞれについてどう思う。

C;や つぱり先生がいるからだと思う。

C;先生がいるとしつかりするというのはある。けどゴミとは違うのだか

ら誰かがいるとかは関係ない。やつぱり知らん顔はできない。

C;で も、本当に言えますか。

C;い うよ。

C;本 当に ?

T;何にこだわつているの。

C;ぼ くははずかしいし、ひやかされそうだから女子には言えない。

C;ぼ くもかつこうつけとるみたいに思われるのいやだ。だけど、誰かが

言えばいう。

C;S君は、前私が休んだ時お見舞いにきてくれたよ。本当は優しいよ。

C;みんな短所もあるけど、長所もあるつてことやね。

T;八木君は本当は優 しい子なんやね。そこがわかったから、私は心から
・
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「 ありがとうJっ ていえたんやね。

[実践化のために]

心のノートの紹介 一日の反省 (バ ズ)

4.考 察

ありのままの自分を見つめさせ、多様な見方を引き出すためにバズを用いて

みたところ次のような利点があった。

・バズを行なうことで、どの子も自分の考え方を言うことができる。
・心の多様性を引き出しやすい。

・少人数で話し合うと安心して言い合える雰囲気がある。
・形式ばらずに自然に意見を対立させていける。

上記のことが、全体の話し合いにも生きている。

・考え方がいろいろでるので、価値の類型化がしやすい。
・バズの後は勢いがある。 (グループの支え)

・グループ内の対立が、そのままクラスの対立意見になる。
・価値の類型化をもとに意見を対立させることで、より高い価値を見いだして

いきやすい。

このように利点はいくつもあったが、バズを取り入れたからといってすぐに

人間関係も向上し、男女仲良くなるわけではない。道徳の時間のみならず、学

校生活すべてを通して実践化へとつなげていく必要がある。

現在では、男女で遊ぶ楽しさを知り始めたところで、子ども達の月の目当て

にしている。そして、一日の反省の際もバズで行なうことで、友人関係におけ

る悩みやうれしかったことなどを交流している。

時間に追われ、友達とゆっくり話をする機会がないこと、友達に対して遠慮

して言いたいことが言えないなどの傾向があるこども達には、朝の会、帰りの

会などに生活バズを設けることも大切だと思っている。
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2 24日 15100～ 16:30餐 継

作 対 旨 導 に お け る バ ズ 学 習 の 試 み

横江 由美 (愛知県海部郡蟹江町立蟹江小学校)

こまじめに

(1)作文指導「606・ 6J法と Flox4」 法の概要

本校でこま、月・木曜日をのぞ く毎朝、25分間の作文 トレーニングタ

イムを設定している。愈5分という時間の制約の中で、「60606J

法という作文 トレーニングを行っている。情報収集 6分 (書 くための情

報を得る。)→記述 6分 (情報をもとに一斉に書く。)→発表・ 批評 6

分という基本的な時間配分を持ち、残り7分を課題提示やまとめなどに

流動的に使うという授業展開である.

この成果を国語の作文指導に生かそうと考えたのが「 10X4法 Jで

ある.巣元の指導計画を自主編成し、授業を、学習課題の理解 (10分 )

→記述に必要な情報収集 (10分)→記述 (10分)→発表・批評 (1

0分)≧ し、残り5分をまとめなどに配分する作文指導である。。45

分の中で書く情報を集めt記述をし、それについての発表 0批評を行う

ことにより、児童が書くことへの集中力と意欲を高め、積み重ねること

で豊かな表現ができるようになると考えている。

(念 )バズの位置づけ

「 10X4」 法の作文指導でιま、次の指導展開の箇所でバズ学習を取

り入れている。

ア .学習課題の理解 イ◆情報収集 ウ。発表 0批評

。バズ学習の試み

(1)学習課題の理解

教師が本時の学習課題を説明する。必要に応じて例文を用意し、学習

のねらいを理解させる。このとき、課題の理解を促進するために、確認

バズを行う。

《実 践 σJ》  以下、実践例‐考察は、光村図書4年 二 顕材を選んで の自主編成カリキュラムか

ら、「書き出しの工夫を知り、多様な書き出し文を書こう」の学習よりのべる。

(授業の流れ) 1.学 習課題を知る。

含
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2.教材文を読む。

3.教材文の書き出し文の工夫について理解する。

(バズの方法)

03.教材文の書き出し文について、どんな工夫がしてあるか考え

させる.

0個→対人→全体へ

(話 し合いの状況)

一人で考えさせたときは、「ェ夫」ということがはっきりとらえ

られない児童が多く、対人のパズになった途端、考えたことをもと

に、すぐに話し合いを始めた.バズは、曖昧なことを明確にし、そ

して、それを拡大すると考えられる。

(効果)

・ 二人でのパズの後、工夫を発表させると、ほとんどの児童が挙手

できた.こ れは、話し合うことで、本時の課題である「書き出し

の工夫」ということがはっきりと児童の中に意識づけられたこと、

また、考えたことがまちがっているのではないかという不安を取

り除くことができたことが考えられる。

(2)情報収集

○目的……題材について情報を集める。 (どんなことを書くと良いか。)

表現方法についての情報を集める。 (どんな表現方法を使う

とよいか。)

○形態……ア .各自 (個)で考えたことをもとに小集団で話し合い、さ

らに全体に広げる。小集団は集団の思考を基調とするが、

必ず、個に始まって個に戻るようにしている。

イ。対人法によるパズを行った後、全体に広げる。

○効果……発表された情報については、キーワードで板書し、次の記述

の場面で児童が活用しやすくしておく。

いるいろな感じ方、言葉をきくことにより、多様で個性的な

文を記述するようになる。

《鉄議費″J》

(授業の流れ)1。 教材文以外の書き出し文の書き出しの工夫を知る。

2.教材文「わたしιまコックさんJの題を使って、書
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き出し文を書く。

3.各自の書き出し文を発表する。

(バズの方法)                   ′

0教材文と異なる工夫がある五つの書き出し文 (伊1文)を提示し、

斉読した後、小集団によるパズをお乙ない、それぞれの工夫を考

えさせる.

0小集団は、4、 5人で構成し、班長に司会をさせる。

0司会役である班長にこま、あくまで話し合いがスムーズに、しかも、

班を構成する児童全員が意見をいえるように気をつけさせる.

0小集団のパズの後、全体で発表し、さらに学習の拡充をはかる

(話し合いの状況)

・ 例文が五つと多いが、限られた時間の中で意欲的に話し合いが進

んでいた .

・ 班で意見のまとまつたことについてメモをする児童が自然に生ま

れた.

(効果)

・ 意見交換がなされているので、発言に積極的になり、挙手率は高

い 。

0バズにより、発表する言葉が精選され、児童なりのより的確な言

葉 (表現)になった .

0表現の工夫をより広 く知るという点でもま、実際の記述へ直結する

内容であり、大変重要なところである.それが、個々で取 り組む

よりも小集団ですることにより、多くの児童が表現の工夫につい

て理解できた.それは、記述した文が多様であり、全員の児童が

書いていることからもわかる.

(3)発表・ 批評

記述の時間が終わつたら、途中でも鉛筆をおかせ、発表に移る。

発表に際してしま、即時に寸評をし、励まし、_次時への学習意欲につな

げていくと良いのはいうまでもないことである.ふつう、教師が行う

が、寸評 (批評)のポイン トをあたえるという手だてをとると
・
、児童

tまそれをもとに集申して発表を聞き、児童相互の批評が可能ここなる。

一人の作文発表が終わったら、すぐそれについての寸評を行う。
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《実践例》     ‐

(授業の流れ)1.い ろいろな題材について記述した書き出し文を発

表し、寸評を聞く。       
‐

〈バズの方法)

・ 発表された文に対して、寸評のポイン トに従い各自で感じたこと

を簡単にメモし、発表する.

(話し合いの状況)¨…・具体例で示す。

児童が発表した文

「わぁ。」

とみんながさけんでいます .

3組から、まるでアオムシが宅急便のように送られてきました。

「にょろ、にょる。」

アオムシが机の上でうれしそうに動いています。

他の児童による評価

◆会話、たとえ、コトコト言葉がはいっているのでよい.

◆いつのことかわからないので、いつをいれた方がよくわかる。
◆会話がもう少し詳しいともっといい.

(効果)

◆寸評のポイントがあらかじめ示してあるので、他の児童はそのポ

イントについてのみ集中して発表を聞くことができる。また、そ

のため、誰でもが寸評をいうことができる。
0発表者にとっては、即時に評価されるので(書いたことへの満足

感と自分では気づかなかったことを指摘され次への意欲を与えら

れる。

(4)本時における児童の作品

書き出し文 1

ガタンゴトン.

ブルートレインのヘッドマーク ``日 本海''がやってきた.お父さ

んが、弟のために五万円も出して買ったヘッドマークだ。いるいろ

なヘッドマークの中から、 “日本海"を選んだのは、思い出がいっ

ばいあつたから。
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書き出し文 2

「早く乗れよ.』

「ちぇっ、なにぐずぐずしているんだ。」

3組からかりてきたアオムシはなかなかぼくの手にのつてきませ

ん。まるで障害物競争のようです。今は5時間目の理科の時間です

ぼくは、少しらんぼうに手のひらに追いこみました.

おわりに

(1)バズについての児童の認識

一人で考えているだけだと、どういうことを書こうかとまよつて

えんびつがなかなか動きません。まあまあ書けたと思つても、読み

返してみると、いい作文がかけてないことがたくさんあります。だ

から、書く前に話し合いをするのは好きです。

この前、みんなで話し合つていると、だれかが

「この○○の話をこうすればいいのにね。」

といいました。 わたしは、その言葉を聞いたときいいことが頭に

うかんできました。自分の思つていることがふ くらんできました。

友達が考えていることもわかつて、おもしろいと思います。

これらの児童の感想から、児童がバズは作文の学習の上でも効果があ

ると認めているといえる。

(2)今後に向けて

本校の 10× 4法の作文指導は、バズ学習に負うところが大きい。しか

し、バズの形態、話し合いのルールなど、より効果的なあり方を追求して

いくことで、更に、成果が期待できると思われる。
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劇 臓 座  24日 13:30～ 15100

バ ズ 学 習 と 新 し し ヽ算 数 ‐ 数 学 教 :育

久保田 滋  (東京都目黒区教育研究所)
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鰯 鸞 24日 15100～ 1 6:30

自 己 学 習 の た め の 自 己 評 価

石田 勢津子 (名古屋外国語大学)

最近 「自己教育力の育成」あるいは「自己学習力の育成」が,教育心理学で

も話題にのぼってきている。ここでは, これまで取り組んできた「自己学習」

の研究について紹介し,これからの教育において自己評価をより有効に用いる

ための方策を検討したい。

自己評価の位置づけ

学習・指導と言う場合には,必ずその目標が定められているはずである。こ

の目標は,子ども自身がもっている場合もあるが,多 くの教育場面においては,

指導する側が,すでに何らかの目標を設定しており,子どもはその目標にむか

って学習して場合が常である。このような状況において,自 己評価はどのよう

な意味をもつのであろうか。

0「 目標のないところに評価は存在しない」といわれるように,自己評価も自

己の目標に対する評価である。したがって,そ の目標は,教師の意図する目標

として位置づけられなければならい。教師の指導目標を子どもに内在化させた

り,子どもに見合った目標を設定することが必要になってくる。

0さ らに,自己評価は,学習や行動を動機づけるものであり,一つのフィード

バックシステムとして機能するものでなければならない。自己評価は,自分自

身の望ましい学習や発達のために行われるものであり,いわば,行動の調整機

能をもったものである。したがって,子どもと教師の双方にとって,自 己の行

動を目標達成行動をより効果的に行うための情報を提供するものである。

自己評価のメカニズム (自 己学習システム)

一般的に,「 自己評価Jと言った場合には,自分自身で自分の行動などを評

価・判定し,それを何らの形であらわすことまで含めるが,こ こでは,内的な

ものと,表出的なものとをわけて考える。内的な自己評価は,あ らゆる判断を

必要とする場面でみられることであり,時には意識的に行われていないことも

ある。しかし,子どもの主体性や意欲を高めるための「評価」を考えるならば,

この内的な自己評価を明確なかたちで表出することにも意味があると思われる。

ここでは,こ の内的な自己評価と表出的な自己評価を含むものとして,「 自

己学習システム」をとりあげる。このシステムには,①目標設定,②学習行動
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の自己観察,③内的な自己評価、④自己強化をふくむ表出的な自己評価的反応,

の 4つの過程からなるフィードバックシステムである (図を参照のこと)。

自 己 目 標

自 己 観 察

自 己 評 価

目標設定基準

自己評価基準

外的規準
先行経験
動機づけ
課題の困難度
課題の性質

↑
|

|    
「 竜薯脈詈泳鼻属季忠

外的フィードバッタ
[:舞

高藝元 
正誤

図 自己学習システムの過程

具体的には,われわれは,学習課題に直面すると,ま ず,その学習課題に対す

る自己の目標を明確にし,その目標にむかって学習行動を開始する。課題解決

時には,自 己の行動が適切であるかどうか,いまの解決状況はどのようである

か,と いったことについて観察 しながら学習を進めている。学習を終えた段階

で,解決結果は妥当であったかどうか,自 己の学習行動に対する評価がなされ

る。そして,その評価にもとづいて自己強化 (自分で自分に報酬をあたえたり

罰を与える)が行われたり,言語的な反応 (う まくできたぞとか,ダメだった,

といった言葉でしめされる)を したり,さ らには満足感や不満足感を得ること

になる。このように,システムのあらゆる過程で,たえず評価的な判断が行わ

れ,行動をチェックし,自 己調整がなされている。そして,その後の学習に対

する動機づけを喚起し,さ らなる学習行動を押し進める力となっていくのであ

る。

システムを効果的に機能させるには

上記の自己学習システムが,実際に適切に有効に機能するためには,自 己の

自己評価的反応
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行動を評価する基準が客観的に適切なものであることが,最も必要なことであ

ろう。すなわち,客観的にも適切であると認めうる評価がなされることであり,

いかに適切な評価基準を内在化させるかということである。

0自 己学習システムが個人の中だけで完結するフィードバックシステムで終わ

ってしまっては,適切な学習行動には結びつかない。何らかの形で外的なフィ

ードバック情報が必要である。子どもたちは,学習する過程で,さ まざまな情

報を受け取っている。教師からの評価,友だちからの評価,さ らには,周 りに

ある利用しうる本や参考書,マス・ メディアからも情報を受け取っている。

ふ自己学習システムを発達させるためには,教師や親が,積極的にフィードバ

ック情報を与える必要がある。子どもの自己学習力を育てるという視点にたて

ば,当然のことであろう。さらに,これまで「自己評価をさせること」の重要

性が指摘されながら,それを教授活動に有効に活用できないでいるのは,こ の

フィードバック情報の与え方に問題があると考えられる。

0いつ,ど こで,どのようなかたちでフィードバック情報を与えればよいのか。

子どもの学習結果そのものに対 してフィー ドバックを与えることの有効性は,

広く認められているところである。これは,ご く日常的に行われている教授活

動において取られている方法である。すなわち,教師から直接的に行動の適否

についての評価を与えたり,解答の正誤を教えたりすることである。確かに,

この方法は,知識の獲得にとって有効であり,時間的にも効率のよい方法であ

る。 しかし,子どもの自主的な学習態度を育て,自 己学習力を育てるという点

では,それほど有効ではない。とくに,誤答をした場合や,適切な行動をとれ

ない子どもたちにとっては,与えられた情報を利用しきれない場合が多い。子

どもたちが,テス トの結果を学習になかなか利用できないことからも,わかる

であろう。

0自 己学習システムそのものにフィードバックを与える方法はどうであろうか。

これまで,こ のシステムの目標設定過程や自己観察過程,さ らには自己評価的

反応過程に対してフィードバックや情報を与える方法の有効性について検討が

なされてきている。たとえば,自己の目標が明確になっているかどうか,適切

であるかどうか,について教師がチェックしたり,学習行動の過程でのチェッ

クポイントを提示したり,と いった工夫がなされている。また,自己評価的反

応にフィードバックを与えた場合の効果について検討がなされている。態度的

な学習領域ばかりでなく,通常の認知的な学習領域 (正解が決まっている)に

おいても,学習が促進されることが認められた。すなわち,「ある課題の学習
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において,その解決結果の正誤について自己評価をさせた後に,そ の自己評価

が正しいかどうかを教師が評価する」,と いう方法で学習することができ,こ
の方法は,教師が直接的に解決結果そのものの正誤を教えた場合と同じ効果を

もつことが,確かめられている。

実際にどのような方法が考えられるか

以上のことから,子どもの「自己評価活動」を実際の教育場面でどのように

活用していくか,について考えてみる。そのためには,ま ず,子どもに自己学

習をさせる場を与えることが前提である。教師がつねに,学習結果の正誤を教

えてしまっては,自 己学習を育てることはできない。子ども自身で学習過程や

結果を評価する機会が必要である。

・そのためには,自 己学習の過程をふまえた課題構成を行うこと。態度的な側

面ばかりではなく,認知的な学習場面で自己学習を行わせるためには,課題の

組み立てが重要になる。ある課題の達成には,どのような下位課題が必要か ,

どのような知識が必要か,と いったことを準備しておかなければならない。

・さらに,解決時に,自 己学習のそれぞれの過程 (目標設定,自 己観察,自 己

評価,自 己評価的反応)を明確にふませること。先にあげた,日標を明確にさ

せる手続きやチェックポイントを知らせる,と いった工夫が必要である。

・教師が積極的に,子どもの「自己評価」に反応すること。子どもの自己評価

反応に対して評価を与えることは,先に述べたように,学習に効果的である。

・バズ学習における子どもたち同志の情報を交換は,自 己学習の最適の場であ

る。教師の積極的な関与は必要なことであるが,その前に,子どもたち同志で

情報を交換することは,自 己の行動結果を判断・評価する際の重要な手がかり

となるだけでなく,自 己学習システムヘのフィードバックとしての意味をもつ

ことになる。

最後に,こ の自己学習システムの「学習」を「指導」に置き換えれば,教師

が自己の教授行動をチェックし,調整していくシステムと考えることができる。

教師自身も教授行動の適切さについての,自 己指導システムを有効に機能させ

ることができよう。
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シンポジュウム

(25日 9100～ 12100)

「
い 達夢い だ当AFE5

― ノtズ 学 習 か ら の 提 言 ― 」

司   会 名古屋大学教育学部

名古屋大学教育学部

土 岐 市 立 泉 中 学 校

豊川市立天王小学校

中 京 大 学 教 養 部

梶田 正巳

安彦 忠彦

杉 蛸

丸山 正克

擁 齢



シンポジウム

い さIい さζ A FE5孝文華李 : バズ学習からの提言

子どもがいきいきと学習に参加 している教室に出会ったとき、われわれはな

んともいえぬ安心感 、充実感を感 じることができる。教師の説明や友だちの発

表に目を輝かせて聞き入る姿 、分からないところを調べるために教科書や資料

を熱心に参照する姿 、グループの仲間に自分自身の考えを懸命に説明している

姿 。そこでは、静寂から歓声へ、歓声から静寂への移りかわ りも自然である。

子どもたちは好奇心にあふれてお り、その活動は自発性に満ちている。

ただ、このいきいきさには一種のバランスが要求されるように思われる。例

えば、積極的に発言する子どもとそうでない子どもとがいるとどうも不安定な

感 じがする。クラスのメンバーは子どもたちと教師とであるから、教師もいき

いきと活動 していなければ、充実 しているという印象は受けないだろう。

教育の現場では、指導の技法の習得に大きな関心が払われている。それはそ

れで大切なことであるのだが 、技法の背景にある指導の原理 、学習の原理に目

を向けないと一貫性 、統合性のない継ぎはぎの指導 となる可能性が大きい。教

師自身の指導観をふまえた技法を開発するという構えがなければ、教師自身が

受身的な授業設計 しかできなくなる。そこで「いきいきJと いう、教育のあら

ゆる場面で実現されるべき姿の追求を鍵として、学習と指導の原理に目を向け

た指導改善の試みをしてみたらどうかと考えるのである。

バズ学習は、信頼で結ばれた協同的な人間関係が学習指導の基盤であると考

え、さらに指導のあらゆる場面で知識 、技能の習得に限らず 、同時に形成され

る学習態度などを合わせた統合的な学習を目指す指導理念である。バズ学習の

考え方が「いきいき」とした学習を生み出すためにどのような提案ができるか、

その一端を示そう。

(1)指導は子どもの学習活動を援助すべく展開するものであって、教師の仕

事は教え込むことではない。

(2)学習者の中に「課題Jがなくては学習は起きない。何を学習するのか子

どもが理解できるようにはっきり示さなくてはいけない。

(3)子 どもは仲間からも多くを学ぶ 。子ども同士の学び合いの場面を作るこ

とは大切である。

(4)理解の状況をテス トなどで、教師も子どもも正しく知った上で学習を進
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める必要がある。

(5)学習の過程で競わせることがあつても、学習の結果を競わせることはじ

ない。協同のもつ意欲づけの機能を生かす。

いきいきとした統合的教育は人間性を豊かにはぐくんでいく重要な道であろ

う。それを実現できるのは、受験の影響の少ない小学校に限られるのではない。

高校でも、ある、いわゆる進学校で 、保健科の授業にバズ学習の原理を適用し

たところ、そこで教材 とした健康と環境の関わ りについて生徒が内容を主体的

に受け止め 、文化祭にクラス発表を企てるまでの展開を示 したという事例があ

る。学習の原理に基づいた指導への十分な感受性が高校生にあることが分かる

資料である。講義とドリルに終始する、受身を強いる指導法を「やむを得ない」

とはいえない資料である。                        ・

いきいきとした学習活動はいわゆる学力の高い子どものみに可能な活動でも

ない。一斉講義のような、効率を第一のねらいとしている指導法しか用いない

ときには、学習の遅速の個人差が学習の成績に大きく影響する。しかし、バズ

学習の原理を応用することで、授業へのいきいきとした参加の偏 りを著 しく減

少させた事例は数多くある。

バズ学習研究は教科指導の領域のみならず 、生徒指導の領域も含んだ統合的

な学習指導活動を作 り出す努力を重ねてきた。そこでの成果はいきいき人間教

育にどれほど関わることができてきたか、四半世紀を越えて継続的に研究 、実

践されてきてなお、どのような課題が残されているのか 、このシンポジウムで

時間の許す限 り検討を加えていきたい 0

(本多江修′台)
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バズ学習を通 して育てたい子ども像

丸山正克  (豊川市立天王小学校)

1・ バズ学習が私にもたらしたもの

最初に赴任した学校は、 12学 級の農村地帯の小規模な学校であつた6校区

の中に母子家庭ばか りの集合住宅があつた。通称 「母子寮」と言つていた。何

かにつけて「母子寮Jと いわれ、異端視されていた。母子寮の子どもは、結東

をし対抗意識をむき出しにしていた。感情のズレは、校区 全体に広がっていた。

そのころ、 グループ学習とか分団学習という学習方式が、各地で採用され実

践されたいた。 1つ の課題を解決するために、それぞれのグループに仕事を分

担させる、 と言 う方式である。従つて、 1つのグループの解決が遅れると、全

体の課題の解決が遅れてしまい、遅れたグループに非難が浴びせ られると言 う

結果になる。そうなると、 グループ内では何が起こるのか、結果は明白である。

私も、班長のリーダーシップの弱さを攻めたてた。

学習を続率とか、主従の関係の中で成立させようとしていたのである。ある

子どもから「先生は、僕たちに責任をおわせようとしている。」とかなり強烈

な抵抗を受けた。それに母子寮の感情がもつれ込んで来たので、収拾がつかな

いと言うのが事実であつた。

豊かな人間関係を基盤とするパズ学習は、競争より協調、個を育て集団を育

てる、認め合い助け合う教育実践を主張する。混乱と焦燥のさなかにあつた私

に強烈なインパクトを与えた。

教育現場では、極めて、矛盾 した実践―子どもに対する要求―をしているこ

とがある。

「テス トをします。分か らなくても決して人のを見てはいけません。」と言

つておいて、 「分か らない人がいたら、みんなで教えてあげなさい:」 と説い

ている。しかし、 これは必要があつてやつていることである。それなら、必要

性を認め、二つの要素が同時に機能するような学習形態をとればよい。同時学

習の原理である。また、必要性を認めると言うことは、特長を生かすことでも

ある。これが、統合の理論である。

状況に応 じて、学習形態を臨機応変、作 り出していくフレキシビリテイーを

持つた発想、 これが私を捕 らえたのである。
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20収拾がつかない混乱から  願う子ども像

バズ学習の主張と自分の置かれた状況下で何を望んだか。これが「バズ学習

を通して育てたい子ども像」の原点である。

保守的な地域独特な開鎖性から出て来る、村八分的な拒否反応一つまり差別

意識―これを取 り除こう。そして、専制的なリダーをつくり、教師の代行をさ

せて教室の規律を確保しようした発想を、 自ら改革しよう。ここから育てたい

子ども像が、浮かび上がってきた。

私の、パズ学習を通 して育てたい子ども像

自己評価出来る子ども

意見を聞き入れ 自己

改革をする

自己の成果を大切にする

仲間を認める子ども

(差別意識の排除)

協力出来る子 ども

交流 し人の良さをし

る

参加する・関与

する

差別意識の排除は、仲間の良さを認めることである。仲間の良さは、仲間と

の交流の中で発見していくものである。

そのためには、積極的に参加する、あるいは、事柄に関与していかなければ

ならない。

仲間の良さを認めることは、 自分を力不足を嘆き、卑下することではない。

自分にないものを素直に認めるとともに、仲間の支援によつてある成果が得 ら

れたことを自党することである。

自分の努力と、仲間の支援で得た成果を大切にする子どもであつてほしい。

自分の作品を大切にし、成果の集積の場であるノー トを、宝物であると自負で

きるようであつて欲 しいものである。
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また、仲間の意見を素直に聞き入れ、 自己評価をし、自分自身の変容を意識
する子どもになつて欲しいのである。自己理解、 自己制御、自己決定ができる
と言うことは、集団を形成する個人の成長と、個人の集合体である学級集国の

成長と変容でもある。

一人一人の子どもが集団の中に埋没してしまったら、「人を認め、自分を認
める」ことはできない。

30願う子ども像のイメージ化

願う子ども像は、実際の場でどうなることなのか、どんな行動になって現れ
ることを期待しているのか、これがイメージ出来ないと絵に書いた餅になつて
しまう。

具体性が無いと言うことは、方策ァストラテージーが具体化しないと言うこ

とである。授業を核にして育てようと願つた、私の子ども像をイメージしてみ

よう。

① 発言でつまずいた時、「**さ んの言いたいことは、きっと***だよ。J

という支援の発言が聞かれる。

②  「先生、 **ち ゃんが分からないので、もう一度説明してください。J

みんなで高まろうとする発言がある。

③  「少し相談の時間をください。」共同して課題を追究していこうとする態
度が見 られる。

④  「**君の考えに反対です.」 と言う代わりに「**君の考えも良いかも
知れないが、僕は、だいぶ違い***です。」と言う発言が開かれる。こ

れは、人の考えを、常に、否定的に受け取らないことに期待するイメージ

である。

⑤  「誰でもグループ組んでもいいよ。J「一緒にやるのは嫌いだという子は

別 :こ いない。 」

⑥  「分かつたこと早くノー トに書かせてよ」「ノー ト見てもいいですか。」

学習の成果を大切にすることのイメジである。

イメージを作る作業は、子どもとの共同作業でありたい。教師の願いと子ど

もの願いが一致することが、より高い効果を期待することができる。

また、子どもに理解できるイメージは、子ども達の自己評価活動を活発にす

る。評価の基準が分かり、適切な評価が期待できる。
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4・ 子ども像具現の場

授業は、教科のね らい、つまり、学力の向上を目的とする営みであるが、そ

れと共に、子ども同士が広範囲にわたつて交流する場でもある。 しかも、 目的

を同じくして、活動するわけである。学力の向上と教科学習を核として、相互

のコミュニケイションを同時に成立させよう、と言うのが「授業で学級づくり」

ということになる。教科学習の目的を達成 しつつ、学級づ くりをしようという

のであつて、異なつた目的を「同時に達成 しよう」というのである。

「教師が変われば子どもも変わる」言い古された言葉ではある。

バズ学習で育てたい子ども像は、教師の態度に係わつてくる。つまり、子 ど

もは子ども、教師は教師、テクニックとしてバズ学習を認識しているのでは、

望むべき子ども像は明確にならない。

教師の発想の転換がバズ学習の成立を左右しているしている。いや、教育活

動そのものの成立を規定している。教師が変われば、 と言 うのはここに帰着す

る。

顧 う子ども像を明 らかにするために、 どんなことに着目する教師でありたい

思つてきたか。

0差 blJ意 識を意識する教師

・ 人間関係を大切にする教師

・ 認機会 うことを意識する教師

・ 学級づ くりは教育の最終日標であることを意識する教師

0学級の社会的構造を問題にする教師

・ 助け合い認め会 う学級を価値あるものとして認識する教師

?,学級集団を個の集合体として認識 し、個を巣立てることは集団を育てるこ

とであると言う認識が出来る教師

・ 同時学習が理解できる教師

・ 学級つ くりは、教師と子ども共同行為であると言 うことに異論はない。

こうしたことに着目できない教師は、恐 らく願う子ども像が浮かび上がつて

こないだろう。これは、とりもなおさず、学級経営にいかに力を注ぐかと言う

ことでもある。

バズ学習が意図するものは、方法であると共に目的でもあるというのが、従

来から持ち続けた、私の認識である。
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第 25回全国バズ学習研究大会賛助団体御芳名
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